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町からのおしらせ　～ Information ～

　紀北町では、公害を発生させるおそれのある事業活動や大規模な土砂の埋め立て行為などが、周辺の住民に対

する十分な説明がない状態で進められる事例などがあり、町民の皆さまからは環境への影響に対する不安や対応

を求めるお声が寄せられていました。こうした町民の不安を解消するため、公害や災害の発生が懸念される事業

活動を規制する新たな条例「紀北町生活環境の保全に関する条例」を制定しました。全ての関係者の方の理解を

深めていただくためにその概要をお知らせするとともに、今後も町は町民や事業者の皆さまと一体となって、安

全で良好な地域環境を保全していくための取り組みを進めていきますので、ご理解とご協力をお願いします。

『生活環境の保全に関する条例』
を制定しました。

紀 北  町

条
例
の
骨
子

　

町
、
町
民
、
事
業
者
の
ほ
か
、
町

内
で
生
活
や
活
動
を
す
る
全
て
の

人
々
が
、
豊
か
な
自
然
や
環
境
が
生

活
と
密
接
し
た
た
い
せ
つ
な
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
、
健
全
で
安
全
な
生

活
環
境
を
保
全
し
て
い
く
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
責
務
の
ほ
か
、
事
業
活
動

に
お
い
て
守
る
べ
き
ル
ー
ル
や
取
り

組
む
べ
き
町
の
施
策
を
制
度
化
す
る

も
の
で
す
。

　

町
は
施
策
と
し
て
、
環
境
破
壊
な

ど
が
危
惧
さ
れ
る
事
業
活
動
が
、
自

然
環
境
や
生
活
安
全
を
脅
か
さ
な
い

よ
う
、
必
要
な
指
導
、
調
査
や
規
制

な
ど
を
し
て
い
く
と
と
も
に
、
事
業

活
動
に
と
も
な
う
環
境
問
題
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
環
境
を
保
全
し
て
い

く
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
発
展
さ

せ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

町
、
町
民
、
事
業
者
お
よ
び

土
地
所
有
者
の
責
務

　

町
は
、
町
民
の
健
康
で
快
適
な
生

活
を
確
保
す
る
た
め
、
町
の
環
境
保

全
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、

条
例
の
運
用
に
よ
り
公
害
発
生
な
ど

が
懸
念
さ
れ
る
事
業
活
動
に
対
し
て

は
、
必
要
な
規
制
、
指
導
や
監
視
な

ど
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
（
町
の
住
民
及
び
旅
行
者
、

滞
在
者
等
）
の
皆
さ
ま
は
、
潤
い
あ

る
豊
か
な
環
境
を
損
な
う
こ
と
が
な

い
よ
う
お
互
い
に
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
生
活
そ
の
他
の
活
動
に
伴
う
環

境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

事
業
者
の
皆
さ
ま
は
、
災
害
及
び

公
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
発
生
源
に
つ

い
て
厳
重
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、

従
業
員
に
対
し
、
良
好
な
環
境
を
確

保
す
る
た
め
の
法
令
及
び
町
が
実
施

す
る
環
境
保
全
施
策
に
つ
い
て
、
そ

の
指
導
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

条
例
で
対
象
と
な
る
事
業
を
実
施

し
よ
う
と
す
る
事
業
者
に
対
し
、
事

業
用
の
土
地
を
提
供
す
る
土
地
所
有

者
の
皆
さ
ま
は
、
事
業
者
が
責
務
を

果
た
さ
な
い
と
き
は
、
代
わ
り
に
そ

の
責
務
を
果
た
し
て
い
た
だ
く
義
務

が
発
生
し
ま
す
の
で
、
周
辺
環
境
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
か
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

規
制
の
対
象
と
な
る

開
発
行
為

　

公
害
発
生
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
事

業
活
動
と
し
て
、
一
定
の
規
模
や
業

種
に
該
当
す
る
次
の
事
業
行
為
（
以

下
「
開
発
行
為
」
と
記
述
）
に
は
規

制
が
あ
り
、
届
け
出
に
伴
う
町
と
の

地域環境保全
取り組みの
おしらせ

地域環境保全
取り組みの
おしらせ

令和元年 7 月より
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町からのおしらせ　～ Information ～

協
議
の
ほ
か
、
事
業
の
説
明
、
構
造

基
準
や
環
境
基
準
な
ど
を
守
る
義
務

が
発
生
し
ま
す
。

１
．
廃
棄
物
の
処
理
施
設
等
（
産
業

廃
棄
物
処
理
業
、
汚
染
土
壌
処
理
業

の
用
に
供
す
る
施
設
）

２
．
公
害
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
の

あ
る
事
業
場
等
（
採
石
業
、
畜
産
農

業
の
用
に
供
す
る
施
設
等
）

３
．
土
地
の
埋
め
立
て
等
（
環
境
配

慮
区
域
1
，
0
0
0
㎡
以
上
、
環
境

配
慮
区
域
外
3
，
0
0
0
㎡
以
上
の

面
積
を
超
え
る
埋
め
立
て
）

※
 

環
境
配
慮
区
域
生
活
地
、
道
路
、

河
川
や
耕
作
地
と
そ
の
隣
接
地
な
ど

の
ほ
か
、
住
民
生
活
に
密
接
な
関
係

が
あ
る
区
域 

事
業
説
明
会
等

１
．「
廃
棄
物
の
処
理
施
設
等
」、「
公

害
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
事

業
場
等
」
の
施
設
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
事
業
者
は
、
事
業
区
域
の
土
地

周
辺
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
開

発
行
為
の
計
画
内
容
を
説
明
す
る
た

め
の
事
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

そ
の
時
に
は
、
土
地
周
辺
関
係
者
の

皆
さ
ま
は
計
画
に
対
す
る
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
、
事
業
者
は
、
合

理
性
の
あ
る
意
見
に
つ
い
て
は
、
可

能
な
限
り
反
映
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

２
．「
土
地
の
埋
め
立
て
等
」
の
開
発

行
為
を
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、

関
係
地
域
の
住
民
及
び
隣
接
す
る
土

地
所
有
者
等
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
工

事
の
内
容
、
土
砂
搬
入
量
、
災
害
発
生

防
止
対
策
の
内
容
、
生
活
環
境
の
保

全
対
策
の
内
容
等
に
つ
い
て
周
知
し
、

理
解
を
得
る
た
め
の
事
業
説
明
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

開
発
行
為
の
禁
止

　

規
制
の
対
象
と
な
る
開
発
行
為
に

つ
い
て
は
、
関
係
法
令
等
に
基
づ
く

手
続
き
の
前
に
町
と
協
議
を
開
始
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
必

要
な
手
続
き
や
町
が
指
導
す
る
基
準

等
が
順
守
さ
れ
な
い
と
開
発
行
為
の

実
施
は
で
き
ま
せ
ん
。

調
査
・
検
査
・
報
告

　

町
は
、
規
制
の
対
象
と
な
る
事
業

場
や
公
害
が
発
生
し
て
い
る
場
所
に

立
ち
入
り
、「
事
業
の
安
全
基
準
が
順

守
さ
れ
て
い
る
か
」「
汚
染
等
が
発
生

し
て
い
な
い
か
」「
計
画
ど
お
り
に
施

工
さ
れ
て
い
る
か
」
な
ど
の
状
況
を

調
査
・
検
査
す
る
ほ
か
、
町
民
の
健

康
で
安
全
か
つ
快
適
な
生
活
環
境
を

阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
業
者
等

に
対
し
、
必
要
な
事
項
の
報
告
ま
た

は
資
料
の
提
出
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

規
制
の
実
行
性
を
担
保
す
る

た
め
の
措
置

　

違
反
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
町

は
（
１
）
違
反
事
実
の
公
表
、（
２
）

改
善
指
導
や
勧
告
、（
３
）
事
業
の
停

止
や
措
置
命
令 

を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
運
用
後
の
状
況
や
各
種
法
令

等
の
動
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
条
例

違
反
者
等
に
対
す
る
罰
則
を
規
定
し

て
い
き
ま
す
。

土
地
を
埋
め
立
て
る
土
壌
・

構
造
の
基
準

　

懸
念
の
声
が
多
い
土
地
の
埋
め
立

て
等
の
開
発
行
為
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
土
砂
や
構
造
の
基
準
が
で
き
ま

し
た
。

ア
．
土
砂
等
の
基
準

　

土
地
の
埋
め
立
て
等
に
用
い
る
土
砂

等
に
つ
い
て
は
、
再
生
資
源
と
し
て
利

用
が
可
能
な
第
１
種
建
設
発
生
土

（
砂
、
礫
）、
第
２
種
建
設
発
生
土
（
砂

質
土
、
礫
質
土
）
ま
た
は
第
３
種
建

設
発
生
土
（
通
常
の
施
工
性
が
確
保

さ
れ
る
粘
性
土
）
で
あ
る
事
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
環
境
省
が
定
め
る
土
壌
の

汚
染
に
係
る
環
境
基
準
の
基
準
値

（
29
項
目
）
内
で
あ
る
と
と
も
に
、
土

砂
が
改
良
土
（
埋
め
戻
し
を
可
能
に

す
る
た
め
に
安
定
処
理
さ
れ
た
土
砂

等
）
の
場
合
に
は
、
水
素
イ
オ
ン
濃

度
指
数
が
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
廃
棄
物
の
埋
め
立
て
は

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
埋
め
立
て
ら
れ

る
土
砂
等
が
廃
棄
物
で
あ
る
場
合
に

は
、
本
条
例
の
ほ
か
、「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
の
罰

則
（
懲
役
５
年
以
下
ま
た
は
罰
金
３

億
円
以
下
）
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

イ
．
主
な
構
造
上
の
基
準

１
．
埋
め
立
て
等
の
り
面
の
勾
配
は

30
度
以
下

２
．
埋
め
立
て
等
の
高
さ
制
限
は
15

ｍ
以
内
（
安
定
計
算
を
行
っ
た
場
合

は
、
安
定
が
確
保
さ
れ
る
高
さ
）

３
．
高
さ
５
ｍ
ご
と
に
幅
１
ｍ
以
上

の
小
段
を
設
置

４
．必
要
に
応
じ
締
固
め
、く
い
打
ち
、

土
の
置
き
換
え

５
．
事
業
区
域
の
状
況
に
よ
り
、擁
壁
、

排
水
施
設
等
を
設
置
な
ど

そ
の
他

　

条
例
及
び
規
則
、
規
制
の
対
象
と

な
る
開
発
行
為
、
手
続
き
や
基
準
等

に
関
す
る
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ

を
い
た
だ
く
か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
本
庁
環
境
管
理
課
ま
た
は
海
山

総
合
支
所
福
祉
環
境
室
で
条
例
と
規

則
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

本
条
例
を
制
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、

廃
棄
物
の
処
理
施
設
等
の
ほ
か
土
地

の
埋
め
立
て
等
の
開
発
行
為
に
つ
い

て
、
一
連
の
規
制
、
指
導
と
監
視
等

を
行
い
、
事
業
の
信
頼
性
と
安
全
性

を
確
保
し
、
皆
さ
ま
の
安
全
な
生
活

環
境
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
保
全
施
策
を
推
進
す

る
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
必
要
な
財
政
的
措
置
を
講
じ
て

い
き
ま
す
。

　

当
該
事
業
の
実
施
や
規
制
事
業
に

関
し
て
確
認
を
し
た
い
方
は
、
必
ず

町
へ
の
事
前
の
ご
相
談
・
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
環
境
管
理
課
環
境
管
理
係

℡（
46
）
３
１
２
１

自然と共生の町宣言の看板（紀伊の松島）

こ
い
しれ

き
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①「
安
全
・
安
心
」
の
ま
ち

　

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
、
避
難
路
整
備
・
避
難

所
や
消
防
団
活
動
資
器
材
の
充
実
、

三
浦
漁
港
・
矢
口
漁
港
海
岸
保
全
施

設
の
堤
防
な
ど
の
整
備
を
引
き
続
き

実
施
す
る
と
と
も
に
防
災
行
政
無
線

デ
ジ
タ
ル
化
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

②「
健
康
増
進
・
生
涯
現
役
」
の
ま
ち

　

健
康
で
元
気
に
、
生
涯
現
役
で
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
健
康

保
持
や
体
力
維
持
を
図
る
「
ち
ょ
い

減
ら
し
＋
10
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
や
国
保

特
定
健
診
お
よ
び
一
部
の
が
ん
検
診

の
無
料
化
な
ど
生
活
習
慣
病
予
防
や

が
ん
の
早
期
発
見
に
も
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。
紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
有
効
に
活
用
し
た
各
種
健
康
増
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
や
ス
ポ
ー
ツ
活

動
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
運

動
を
生
活
の
一
部
と
し
て
習
慣
化
す

る
事
業
な
ど
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

③「
に
ぎ
わ
い
・
交
流
」
の
ま
ち

　

地
域
が
に
ぎ
わ
い
、
人
が
交
流
す

る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
紀
北
町
の

伝
統
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業

の
生
活
基
盤
の
安
定
を
図
る
施
策
と

し
て
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
、
高
収

益
作
物
へ
の
転
換
の
推
進
、
森
林
認

証
の
取
得
や
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
材
の
新
た

な
活
用
や
販
路
拡
大
、
イ
セ
エ
ビ
増

殖
礁
の
設
置
や
沿
岸
の
藻
場
の
再
生

な
ど
、
漁
業
者
の
出
漁
意
欲
向
上
に

資
す
る
沿
岸
漁
場
の
整
備
、
今
年
世

界
遺
産
登
録
15
周
年
を
迎
え
る
熊
野

古
道
の
価
値
を
次
世
代
へ
継
承
す
る

た
め
に
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

「
夏
の
三
大
祭
」
や
４
年
目
と
な
る

「
三
重
紀
北 

S
E
A  

T
O  

S
U
M
M

I
T
（
シ
ー 

ト
ゥ
ー 

サ
ミ
ッ
ト
）」
の

開
催
、
各
地
域
で
催
さ
れ
て
い
る

「
市
」
や
「
イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
へ
の

支
援
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、

農
林
水
産
業
と
連
携
し
た
体
験
型
観

光
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
ス
ポ
ー

ツ
交
流
の
充
実
を
図
り
、
他
地
域
の

方
々
と
の
交
流
の
拡
大
、
メ
デ
ィ
ア

な
ど
に
よ
る
町
の
Ｐ
Ｒ
、
農
林
水
産

物
の
消
費
拡
大
な
ど
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

④「
子
育
て
・
教
育
」
の
ま
ち

　

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、
子
育
て
に
関
わ
る
経
済
的
負
担

の
軽
減
な
ど
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
子
育

て
世
帯
へ
の
情
報
提
供
、
放
課
後
児

童
対
策
、
ひ
と
り
親
家
庭
・
障
が
い

児
を
持
つ
家
庭
な
ど
へ
の
支
援
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
子
ど
も
医
療
費
の

助
成
、
９
月
診
療
分
か
ら
は
未
就
学

児
を
対
象
と
し
た
子
ど
も
医
療
費
の

窓
口
無
料
化
、
第
３
子
以
降
の
保
育

所
・
幼
稚
園
の
保
育
料
や
給
食
費
の

無
料
化
、
小
学
校
入
学
対
象
者
へ
の

学
用
品
の
支
給
に
加
え
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
利
用
者
支
援
の
充
実
を
図

る
な
ど
、
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
引
き
続
き
進
め
、
新

た
に
10
月
か
ら
の
保
育
料
無
償
化
に

合
わ
せ
、
幼
稚
園
児
の
給
食
費
の
補

助
を
実
施
し
、
さ
ら
な
る
支
援
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
へ
の
対
応
と
し
て
「
英
語
教
育

の
充
実
」
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
４
人
体
制
と
し
、
英
語
教

材
の
整
備
や
教
員
の
研
修
活
動
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
英
語
検
定
の

受
験
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
の
施
設
設
備
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
郷
土
学
習
・
農
林
水
産
業

と
連
携
し
た
体
験
学
習
の
充
実
、
紀

伊
長
島
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
、
地
元
食
材
を
生
か
し
た
給
食
の

提
供
、
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
を
通
し
た

健
全
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

みんなが元気！紀北町
～豊かな自然、にぎわいと笑顔があふれるまち～

みんなが元気！紀北町
～豊かな自然、にぎわいと笑顔があふれるまち～

平成 31 年度予算平成 31 年度予算

総額113億 6,175万円総額113億 6,175万円
　平成 31 年度は、平成 29 年度にスタートしました「紀北町第２次総合計画」を軌道に乗せ、「みんなが元気！紀北町

～豊かな自然、にぎわいと笑顔があふれるまち～」の将来像の実現に向け、前期基本計画に掲げた４つの重点プロジェ

クトを中心として、積極的かつ計画的に主要な施策の推進を図るための予算編成となっています。

プ
ラ
ス
・
テ
ン

４
つ
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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町
の
財
政
運
営
の
基
幹
で
あ
る
町

税
は
、
歳
入
総
額
の
11
・
８
％
を
占

め
、
前
年
度
に
比
べ
３
・
７
％
減
の

13
億
４
，
６
３
１
万
６
千
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
歳
入
総
額
の
34
・

２
％
を
占
め
、
標
準
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
に
必
要
な
普
通
交

付
税
と
、
災
害
な
ど
特
殊
な
要
因
に

対
応
す
る
た
め
の
特
別
交
付
税
が
あ

り
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
０
％
減
の

38
億
８
，
６
７
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

町
の
借
金
に
あ
た
る
町
債
は
、
歳

入
総
額
の
21
・
５
％
を
占
め
、
合
併

特
例
事
業
債
や
過
疎
対
策
事
業
債
な

ど
24
億
４
，
４
０
０
万
円
の
借
り
入

れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
防
災
行
政

無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
や
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
の
増
加
な
ど

か
ら
前
年
度
に
比
べ
41
・
８
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
総
額
の
７
・
５
％
を
占
め
る

国
庫
支
出
金
は
、
学
校
施
設
環
境
改

善
交
付
金
の
増
加
な
ど
か
ら
、
前
年

度
に
比
べ
11
・
２
％
増
の
８
億
４
，

８
５
７
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
総
額
の
６
・
８
％
を
占
め
る

県
支
出
金
は
、
市
町
営
農
山
漁
村
地

域
整
備
事
業
費
補
助
金
な
ど
の
増
加

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
29
・
４
％

増
の
７
億
７
，
６
５
１
万
９
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
収
入
は
、
使
用
料
お
よ

び
手
数
料
、
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

る
繰
入
金
な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ

５
・
２
％
増
の
20
億
５
，
９
６
４
万

３
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
総
額
は
前
年

度
に
比
べ
９
・
１
％
増
の
１
１
３
億

６
，
１
７
５
万
３
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
全
体
で
は
、
地
方
交
付
税
や

町
債
、
国
・
県
の
補
助
金
な
ど
へ
の

依
存
割
合
が
高
く
、
町
税
な
ど
自
主

財
源
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
を
、
そ
の
経
費
が
持
つ

経
済
的
な
性
質
に
よ
り
分
類
し
た
も

の
を
「
性
質
別
経
費
」
と
い
い
ま
す
。

人
件
費
は
、
議
員
や
条
例
委
員
の
報

酬
、
町
長
や
職
員
の
給
与
な
ど
で
、

前
年
度
に
比
べ
１
・
８
％
増
の
15
億

３
，
３
８
０
万
６
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

扶
助
費
は
、
障
が
い
者
支
援
、
子

ど
も
医
療
の
助
成
、
保
育
所
費
用
、

じ
ん
臓
機
能
障
害
者
で
透
析
を
受
け

て
い
る
方
へ
の
交
通
費
助
成
、
要
・

準
要
保
護
児
童
へ
の
就
学
援
助
、
児

童
手
当
な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ
１
・

一般会計歳入

一般会計歳出（目的別） 一般会計歳出（性質別）

その他（依存）
398,451 千円
3.5%

その他の経費
4,299,715 千円
37.8%

その他の経費
4,299,715 千円
37.8%

投資的経費
3,025,299 千円
26.6%

投資的経費
3,025,299 千円
26.6%

補助費等
909,378 千円
8.0%

補助費等
909,378 千円
8.0%

人件費
1,533,806 千円
13.5%

人件費
1,533,806 千円
13.5%

物件費
2,086,344 千円
18.4%

物件費
2,086,344 千円
18.4%

繰出金
1,075,326 千円

9.5%

繰出金
1,075,326 千円

9.5%

扶助費
1,298,202 千円
11.4%

扶助費
1,298,202 千円
11.4%義務的経費

4,169,571 千円
36.7%

義務的経費
4,169,571 千円
36.7%

普通建設事業費
2,892,467 千円
25.5%

普通建設事業費
2,892,467 千円
25.5%

公債費
1,337,563 千円
11.8%

公債費
1,337,563 千円
11.8%

議会費
105,842千円
0.9%

その他
228,667 千円
2.0%

商工費
255,020 千円
2.2%

歳  

出

公債費
1,337,563 千円
11.8%

公債費
1,337,563 千円
11.8%

教育費
1,322,083 千円
11.6%

教育費
1,322,083 千円
11.6%

消防費
960,086 千円
8.5%

消防費
960,086 千円
8.5%

土木費
510,875 千円
4.5%

土木費
510,875 千円
4.5%

総務費
1,316,928 千円
11.6%

総務費
1,316,928 千円
11.6%

民生費
2,646,266 千円
23.3%

民生費
2,646,266 千円
23.3%

衛生費
1,912,465 千円
16.8%

衛生費
1,912,465 千円
16.8%

農林水産業費
984,625 千円
8.7%

農林水産業費
984,625 千円
8.7%

県支出金
776,519 千円
6.8%

県支出金
776,519 千円
6.8%

国庫支出金
848,575 千円
7.5%

国庫支出金
848,575 千円
7.5%

町債
2,444,000 千円
21.5%

町債
2,444,000 千円
21.5%

地方交付税
3,886,700 千円
34.2%

地方交付税
3,886,700 千円
34.2%

依存財源
8,354,245 千円
73.5%

依存財源
8,354,245 千円
73.5%

自主財源
3,007,508 千円
26.5%

自主財源
3,007,508 千円
26.5%

町税
1,346,316 千円
11.8%

町税
1,346,316 千円
11.8%

その他（自主）
1,661,192 千円
14.6%

その他（自主）
1,661,192 千円
14.6%

予備費
10,000 千円
0.1%

歳  
入
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５
％
増
の
12
億
９
，
８
２
０
万
２
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
は
、
町
の
借
金
に
あ
た
る

町
債
の
元
利
償
還
金
な
ど
で
、
借
入

金
の
元
金
・
利
子
の
支
払
い
が
と
も

に
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に

比
べ
２
・
６
％
増
の
13
億
３
，
７
５

６
万
３
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
公
共
施
設

の
整
備
、
道
路
の
整
備
、
生
活
環
境

の
整
備
な
ど
に
あ
た
る
も
の
で
、
防

災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
の
増
加

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
41
・
２
％

増
の
28
億
９
，
２
４
６
万
７
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

物
件
費
は
、
主
に
需
用
費
、
役
務

費
、
委
託
料
な
ど
で
、
前
年
度
に
比

べ
５
・
０
％
増
の
20
億
８
，
６
３
４

万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
助
費
等
は
、
三
重
紀
北
消
防
組

合
負
担
金
の
減
少
な
ど
か
ら
、
前
年

度
に
比
べ
２
・
０
％
減
の
９
億
９
３

７
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

繰
出
金
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

な
ど
の
特
別
会
計
や
水
道
事
業
に
対

す
る
操
出
金
お
よ
び
紀
北
広
域
連
合

運
営
負
担
金
な
ど
で
、
前
年
度
に
比

べ
１
・
７
％
減
の
10
億
７
，
５
３
２

万
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
積
立
金
、
維
持
補
修
費
、

貸
付
金
な
ど
前
年
度
と
比
べ
13
・
２
％

減
の
２
億
２
，
８
６
６
万
７
千
円
を

計
上
し
、
歳
出
総
額
は
歳
入
総
額
と

同
額
の
１
１
３
億
６
，
１
７
５
万
３

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

の
義
務
的
経
費
は
歳
出
予
算
全
体
の

36
・
７
％
を
占
め
、
普
通
建
設
事
業

費
の
投
資
的
経
費
は
25
・
５
％
、
そ

の
他
の
経
費
が
37
・
８
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
務
を
処

理
す
る
た
め
、
一
般
の
歳
入
・
歳
出

と
区
別
し
て
処
理
す
る
た
め
の
会
計

で
、
紀
北
町
で
は
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
が
該
当
し
、
特
別
会
計
全
体
で

は
前
年
度
と
比
べ
10
・
５
％
減
の
28

億
4
，
6
5
1
万
３
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

公
営
企
業
会
計
は
、
一
般
の
会
社

と
同
じ
よ
う
に
、
独
自
の
収
入
で
そ

の
経
費
を
賄
う
「
独
立
採
算
」
を
原

則
と
す
る
会
計
で
、
紀
北
町
で
は
水

道
事
業
会
計
が
該
当
し
ま
す
。
収
益

的
支
出
と
資
本
的
支
出
を
合
算
し
た

予
算
額
は
、前
年
度
に
対
し
11
・
７
％

減
の
６
億
８
，
４
４
８
万
４
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
が
こ
れ
ま
で
に
借
り
入
れ
て
い

る
地
方
債
の
残
高
は
、
合
併
年
度
の

平
成
17
年
度
末
に
は
１
４
６
億
４
５

３
万
３
千
円
で
し
た
が
、
平
成
31
年

度
末
で
は
１
３
７
億
９
，
５
８
４
万

８
千
円
と
な
り
、
８
億
８
６
８
万
５

千
円
の
減
少
と
な
る
見
込
み
で
す
。

地
方
債
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
負
担
を

残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
当
面

は
現
在
の
水
準
の
維
持
を
図
り
、
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

基
金
は
町
の
預
貯
金
に
あ
た
る
も

の
で
、
災
害
復
旧
や
そ
の
他
財
源
が

不
足
し
た
と
き
の
た
め
の
財
政
調
整

基
金
や
、
地
方
債
の
繰
上
償
還
な
ど

の
た
め
の
減
債
基
金
、
特
定
の
目
的

の
た
め
に
使
用
す
る
特
定
目
的
基
金

が
あ
り
ま
す
。

　

全
体
の
基
金
残
高
は
、
合
併
年
度
の

平
成
17
年
度
末
に
は
10
億
５
，
８
５
３

万
３
千
円
で
し
た
が
、
平
成
31
年
度
末

で
は
49
億
８
，
０
７
０
万
７
千
円
と
な

り
、
39
億
２
，
２
１
７
万
４
千
円
増
加

す
る
見
込
み
で
す
。
基
金
に
つ
い
て
は

健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
し
て
い
く
た

め
、
今
後
も
適
正
な
規
模
の
確
保
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
財
政
課
財
政
係

℡（
46
）
３
１
１
２

特
別
会
計

基
金
の
状
況

地
方
債
残
高
の

状
況

公
営
企
業
会
計

会計別予算

区　　　分

一　般　会　計

特　別　会　計

国民健康保険事業

介護サービス事業

後期高齢者医療

水　道　事　業　会　計

合　　　　　計

9.1

△10.5

△12.5

△8.5

△3.1

△11.7

3.7

951,882

△335,465

△301,311

△16,322

△17,832

△90,479

525,938

11,361,753

2,846,513

2,111,660

174,759

560,094

684,484

14,892,750

10,409,871

3,181,978

2,412,971

191,081

577,926

774,963

14,366,812

H 31年度 H 30年度 比較 増減率（％）

●平成 31年度会計別予算（当初予算比較）

※水道事業会計予算額は、収益的支出と資本的支出の合算額です。

（単位：千円）

後期高齢者
医療特別会計
560,094 千円 
3.8%

介護サービス
事業特別会計
174,759 千円 
1.2%

平成 31年度予算総額
14,892,750 千円

平成31年度予算総額
14,892,750 千円

水道事業会計
684,484 千円
4.6%

国民健康保険事業
特別会計

2,111,660 千円
14.2%

国民健康保険事業
特別会計

2,111,660 千円
14.2%

一　般　会　計
11,361,753 千円

 76.3%

一　般　会　計
11,361,753 千円

 76.3%
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年 度 末 残 高

H17年 度末比較

14,604,533 11,836,729

△2,767,804

12,620,398

△1,984,135

13,795,848

△808,685

H17年度末
（合併年度）

H29年度末
（決算額）

H30年度末
（見込額）

H31年度末
（見込額）

●地方債残高の状況（一般会計） （単位：千円）

※H30年度末とH31年度末の数値は、今後の状況により変わることがあります。

※H30年度末とH31年度末の数値は、今後の状況により変わることがあります。

一般会計における基金残高の推移

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

そ の 他 の 基 金

合　計

H17年 度 末 比 較

607,682

9,860

440,991

1,058,533

2,018,941

1,431,395

2,788,854

6,239,190

5,180,657

1,852,921

1,431,840

2,721,572

6,006,333

4,947,800

865,966

1,432,396

2,682,345

4,980,707

3,922,174

H17年度末
（合併年度）

H29年度末
（決算額）

H30年度末
（見込額）

H31年度末
（見込額）

●基金残高の状況（一般会計） （単位：千円）

合併特例事業債

過疎対策事業債

臨時財政対策債

上記以外の町債

減債基金

財政調整基金

特定目的基金

億円

億円

160

140

120

100

80

60

40

20

0

70

60

50

40

30

20

10

0

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度
（見込額）

平成
31年度
（見込額）

平成
31年度
（見込額）

平成
27年度

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度
（見込額）

平成
27年度

土地開発基金

一般会計における地方債残高の推移
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町
で
は
、
平
成
31
年
度
の
年
度
当

初
に
あ
た
り
、
紀
北
町
が
実
施
す
る

主
な
事
務
事
業
内
容
を
町
民
の
皆
さ

ま
に
広
く
情
報
提
供
を
行
い
、
意
見

交
換
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
町

行
政
の
効
果
的
な
推
進
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
行
政
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
。

◆
内
容　
　
　

平
成
31
年
度
事
務
事
業
内
容
説
明
お

よ
び
意
見
交
換

◆
出
席
予
定
者

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
お
よ
び
各

関
係
課
長

◆
入
場
要
件

町
内
４
会
場
で
開
催
し
ま
す
が
、
開

催
地
区
に
よ
る
入
場
制
限
は
設
け
ま

せ
ん
の
で
、
ど
の
会
場
で
も
入
場
自

由

◆
日
時
お
よ
び
場
所

第
１
回

５
月
15
日
（
水
）
午
後
７
時
〜

若
者
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
（
島
原
）

第
２
回

５
月
16
日
（
木
）
午
後
７
時
〜

町
民
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
（
相
賀
）

第
３
回

５
月
21
日
（
火
）
午
後
７
時
〜

東
長
島
公
民
館
２
階
会
議
室

（
東
長
島
）

第
４
回

５
月
22
日
（
水
）
午
後
７
時
〜

上
里
福
祉
会
館
（
上
里
）

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
企
画
課
広
報
係

℡（
46
）
３
１
１
３

町からのおしらせ　～ Information ～

行
政
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

行政報告会の様子

　

こ
の
た
び
、
町
議
会

の
ご
同
意
を
い
た
だ

き
、
町
長
か
ら
任
命
を

受
け
、
４
月
２
日
付
で

教
育
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
、
中
井
克
佳
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

職
務
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
と
と
も
に
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
て
、
全
力
で
教
育
行
政
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
社
会
生
活
の
基
礎
・
基
本
を
担
う
学
校
教
育
で
は
、
豊

か
な
自
然
と
伝
統
・
文
化
に
恵
ま
れ
た
本
町
の
子
ど
も
た
ち
が
、

心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ
こ
と
を
目
指
し
、
生
き
生
き
と
活
気

あ
る
教
育
活
動
を
展
開
で
き
る
学
校
の
実
現
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
で
は
、
町
民
の
皆
様
方
が
生
涯
の
あ
ら
ゆ
る

機
会
に
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
の
成
果
が
社

会
に
生
か
さ
れ
る
生
涯
学
習
社
会
に
向
け
、
健
康
づ
く
り
も
含
め

そ
の
振
興
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
２
０
２
１
年
度
に
本
町
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
国

民
体
育
大
会
に
向
け
た
、
体
制
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

関
係
部
局
や
関
係
機
関
・
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
職
責
を
果
た
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
育
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

教育長　中井 克佳
なかい　　かつよし
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町
民
の
方
が
現
在
居
住
し
て
い
る

自
己
所
有
の
住
宅
を
、
町
内
業
者
に

依
頼
し
て
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

◆
申
請
受
付
期
間

５
月
20
日
（
月
）
〜
31
日
（
金
）

※

受
付
期
間
内
に
申
請
額
が
予
算
額

を
上
回
っ
た
場
合
は
、６
月
６
日
（
木
）

に
抽
選
を
行
い
ま
す
。

※

先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
補
助
金
額　

工
事
費
の
２
分
の
１

上
限
10
万
円
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※

消
費
税
等
を
除
く

◆
募
集
件
数　

50
件
程
度

予
算
額
５
０
０
万
円
の
範
囲
内

◆
補
助
対
象

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し
て

い
る

○
平
成
31
年
４
月
30
日
時
点
で
納
期

限
を
経
過
し
て
い
る
町
税
を
滞
納
し

て
い
な
い

○
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い

○
他
の
補
助
金
な
ど
を
受
け
て
い
な

い○
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
お
よ

び
同
一
世
帯
の
方
が
暴
力
団
員
で
な

い◆
補
助
対
象
と
な
る
要
件
・
工
事

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

○
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
予
定
の
住
宅
が

現
住
所
の
住
宅
で
、
申
請
者
ご
自
身

の
名
義
で
あ
る

※

名
義
は
二
親
等
以
内
の
親
族
の
も

の
を
含
む

○
補
助
金
の
交
付
決
定
以
降
に
着
手

す
る
工
事
で
、
そ
の
工
事
費
が
10
万

円
以
上
で
あ
る

※

消
費
税
等
を
除
く

○
町
内
業
者
が
施
工
し
、
令
和
２
年

３
月
20
日
ま
で
に
完
了
す
る

○
別
表
の
対
象
工
事
に
該
当
す
る

◆
提
出
書
類

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
同
意
書

③
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
が
申
請

者
ご
自
身
の
名
義
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
書
類
（
固
定
資
産
評
価
証

明
書
）

④
申
請
者
お
よ
び
同
一
世
帯
の
方
の

完
納
証
明
書

⑤
見
積
書
の
写
し
（
工
事
内
容
の
確

認
が
で
き
る
も
の
）

⑥
予
定
箇
所
の
工
事
前
の
現
場
写
真
、

図
面
な
ど

⑦
住
宅
の
名
義
が
二
親
等
以
内
の
親

族
の
名
義
で
あ
る
場
合
は
、
申
請
者

と
の
関
係
が
分
か
る
書
類
（
住
民
票

の
写
し
な
ど
）

⑧
そ
の
他
必
要
な
書
類

※
①
・
②
に
つ
い
て
は
本
庁
企
画
課
、

海
山
総
合
支
所
総
務
室
で
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

※

③
・
④
に
つ
い
て
は
税
務
課
ま
た
は

海
山
総
合
支
所
住
民
室
で
取
得
で
き

ま
す
。
取
得
の
際
は
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
企
画
課
企
画
係

℡（
46
）
３
１
１
３

町からのおしらせ　～ Information ～

住
宅
改
修
を
10
万
円
ま
で
補
助

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
」
募
集

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
と
は

対象工事

対象外工事

１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
２

３

４
５
６
７
８

床、壁および天井の張り替えや塗装などの内装工事
建具、畳の取り替え（張り替え、表替えおよび裏返しを含む）
屋根、外壁、雨どいの改修工事（軒天井、破風板および鼻隠しに係る工事を含む）
キッチン、浴室、洗面室およびトイレの工事（設備、器具は対象外）
給排水・電気・ガスの設備工事（設備本体は対象外）
手すりの設置、段差の解消、廊下幅の拡張工事
部屋の間仕切りの変更工事
造り付け収納家具に係る工事
その他本補助金の目的を達することができると町長が認めるもの

倉庫・車庫、庭・門・塀などの外構工事
新築、増築、解体工事
エアコン、キッチン設備、ＩＨヒーター、ガス器具、洗面台、ユニットバス、給湯器、ウォシュレット、便器
などの設備・器具
浄化槽設備の工事
シロアリ駆除、ハウスクリーニング
他の補助金の対象工事（対象となっていない箇所の工事は対象）
災害などにより損傷した箇所の復旧工事
その他本補助金の目的を達することができないと町長が認めるもの
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本
庁
舎
職
員
配
置

○
議
会
事
務
局
（
３
名
）

脇
俊
明
（
事
務
局
長
）
佐
々
木
猛
（
主

幹
）

▽
総
務
係
：
久
保
有
謙
（
係
長
）

○
総
務
課
（
９
名
）

濵
田
多
実
博
（
課
長
）
家
倉
義
光
（
課

長
補
佐
）

▽
総
務
係
：
疇
地
啓
太
（
係
長
）
前

田
幸
恵
（
主
事
）

▽
職
員
係
：
長
井
亮
介
（
係
長
）
石

倉
聡
子
（
主
任
）

▽
文
書
係
：
林
拓
郎
（
係
長
）

▽
紀
北
広
域
連
合
（
派
遣
）：
宮
地
浩

（
副
参
事
・
事
務
局
長
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
派

遣
）：
川
村
辰
徳
（
主
事
）

○
財
政
課
（
６
名
）

水
谷
法
夫
（
課
長
）
宮
原
優
（
課
長

補
佐
）

▽
財
政
係
：
喜
多
敦
（
係
長
）
植
村

和
将
（
主
任
）

▽
管
財
契
約
係
：
永
井
豊
樹
（
契
約

担
当
係
長
）松
井
務（
管
財
担
当
係
長
）

○
危
機
管
理
課
（
５
名
・
派
遣
１
名
）

岩
見
建
志
（
課
長
）
濵
田
耕
一
郎
（
防

災
対
策
担
当
主
幹
）

▽
防
災
対
策
係
：
石
倉
広
紀
（
係
長
）

濵
田
恭
史
（
主
任
：
消
防
か
ら
派
遣
）

▽
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
係
：
宮
原

達
也
（
係
長
）
西
村
京
祐
（
主
事
）

○
企
画
課
（
９
名
）

上
ノ
坊
健
二
（
課
長
）
塩
﨑
清
人
（
課

長
補
佐
）

▽
企
画
係
：
奥
村
京
英
（
係
長
）
濵

田
航
太
（
主
任
）
北
村
正
志
（
主
事
）

▽
広
報
係
：
大
西
容
敬
（
係
長
）
源

口
晴
子
（
主
査
）

▽
東
紀
州
地
域
振
興
公
社
（
駐
在
）：

野
中
周
（
主
事
）
東
悠
史
（
主
事
）

○
税
務
課
（
８
名
）

直
江
仁
（
課
長
）

▽
課
税
係
：
武
村
多
恵
（
係
長
）
奥

村
悠
磨
（
主
任
）
井
谷
文
香
（
主
事
）

稲
葉
彩
華
（
主
事
）

▽
徴
収
係
：
井
谷
雅
（
係
長
）
長
井

一
晃
（
主
任
）
堀
内
拓
也
（
主
事
）

○
住
民
課
（
11
名
）

上
村
毅
（
課
長
）
石
倉
充
能
（
国
保
・

年
金
担
当
副
参
事
）
濵
田
ま
み
（
住

民
担
当
課
長
補
佐
）世
古
基
樹（
国
保
・

年
金
担
当
課
長
補
佐
）

▽
住
民
係
：
家
倉
尚
子
（
係
長
）
水

口
香
代
子
（
主
任
）
田
宮
瑛
莉
（
主
任
）

▽
国
保
・
年
金
係
：
東
有
加
（
係
長
）

柳
田
康
裕
（
主
任
）
海
上
伸
浩
（
主
任
）

星
野
果
鈴
（
主
事
）

○
環
境
管
理
課
（
31
名
）

玉
本
真
也
（
課
長
）
東
孝
明
（
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
担
当
課
長
補
佐
）

岡
野
克
也
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
担

当
課
長
補
佐
兼
係
長
）
山
口
恒
徳
（
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
担
当
主
幹
兼
係

長
）
鶴
田
博
樹
（
廃
棄
物
対
策
担
当

主
幹
兼
係
長
）
垣
内
洋
人
（
環
境
管

理
担
当
主
幹
兼
係
長
）

▽
環
境
管
理
係
：
村
川
琢
磨
（
主
事
）

上
野
義
人
（
主
任
技
術
員
）
水
谷
誠

志
（
主
任
技
術
員
）
玉
津
武
幸
（
再

任
用
）

▽
廃
棄
物
対
策
係
：
濵
口
智
之
（
主
任
）

▽
広
域
ご
み
処
理
施
設
一
部
事
務
組

合
設
立
準
備
会
（
駐
在
）：
井
上
貴
義

（
主
任
）

▽
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
係
：
福
屋

広
充
（
主
任
技
術
員
）
疇
地
昭
広
（
主

任
技
術
員
）
龍
鉄
史
（
主
任
技
術
員
）

濵
野
和
彦
（
主
任
技
術
員
）
内
山
敦

雄
（
主
任
技
術
員
）
西
村
美
杉
（
主

任
技
術
員
）別
當
義
久（
主
任
技
術
員
）

大
原
薫
（
主
任
技
術
員
）
林
信
宏
（
主

任
技
術
員
）
脇
明
也
（
主
任
技
術
員
）

井
谷
清
孝
（
主
任
技
術
員
）
小
家
邦

彦
（
主
任
技
術
員
）
五
味
康
幸
（
再

任
用
）
東
聡
（
再
任
用
）

▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
係
：
川
口
信

一
郎
（
主
任
技
術
員
）
塩
崎
成
一
（
主

任
技
術
員
）立
岡
鐘
道（
主
任
技
術
員
）

直
江
憲
尚（
主
任
技
術
員
）東
繁
之（
主

任
技
術
員
）

○
福
祉
保
健
課
（
32
名
）

中
村
吉
伸
（
課
長
兼
赤
羽
寮
長
）
中

野
律
（
地
域
福
祉
、
高
齢
者
・
障
害

者
福
祉
担
当
課
長
補
佐
）
近
藤
大
志

（
赤
羽
寮
長
補
佐
）
上
野
淑
（
地
域
保

健
担
当
主
幹
）東
典
弘（
赤
羽
寮
養
護
、

特
別
養
護
担
当
主
幹
）

▽
地
域
福
祉
係
：
奥
川
由
紀
子
（
地

域
福
祉
担
当
係
長
）
鈴
木
珠
代
（
児

童
福
祉
担
当
係
長
）中
野
竜
希（
主
事
）

▽
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
係
：
芝
原

竜
太
（
係
長
）
玉
津
総
司
（
主
任
）

駒
井
広
美
（
主
事
）

▽
地
域
保
健
係
：
長
井
礼
子
（
係
長
）

宮
原
由
佳
利
（
主
査
）
橋
本
真
理
（
主

任
）
五
味
正
治
（
主
任
）
平
岡
佐
智

子
（
主
事
）

▽
赤
羽
寮
養
護
係
：
宮
原
大
輔
（
係
長
）

大
西
陽
子
（
主
任
）
倉
本
由
紀
子
（
主

任
労
務
員
）
平
野
有
良
（
労
務
員
）

久
保
美
咲
（
労
務
員
）
石
原
澄
香
（
再

任
用
）

▽
赤
羽
寮
特
別
養
護
係
：
本
山
吉
野

（
係
長
）長
井
由
美
子（
主
査
）東
瞳（
主

任
）
東
臣
紀
（
主
任
労
務
員
）
奥
田

充
子
（
主
任
労
務
員
）
宮
原
裕
子
（
主

任
労
務
員
）
西
信
子
（
主
任
労
務
員
）

東
力
也
（
労
務
員
）
太
田
顕
悟
（
労

務
員
）
佐
々
木
千
束
（
再
任
用
）

本
庁
舎
職
員
配
置

○
議
会
事
務
局
（
３
名
）

脇
俊
明
（
事
務
局
長
）
佐
々
木
猛
（
主

幹
）

▽
総
務
係
：
久
保
有
謙
（
係
長
）

○
総
務
課
（
９
名
）

濵
田
多
実
博
（
課
長
）
家
倉
義
光
（
課

長
補
佐
）

▽
総
務
係
：
疇
地
啓
太
（
係
長
）
前

田
幸
恵
（
主
事
）

▽
職
員
係
：
長
井
亮
介
（
係
長
）
石

倉
聡
子
（
主
任
）

▽
文
書
係
：
林
拓
郎
（
係
長
）

▽
紀
北
広
域
連
合
（
派
遣
）：
宮
地
浩

（
副
参
事
・
事
務
局
長
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
派

遣
）：
川
村
辰
徳
（
主
事
）

○
財
政
課
（
６
名
）

水
谷
法
夫
（
課
長
）
宮
原
優
（
課
長

補
佐
）

▽
財
政
係
：
喜
多
敦
（
係
長
）
植
村

和
将
（
主
任
）

▽
管
財
契
約
係
：
永
井
豊
樹
（
契
約

担
当
係
長
）松
井
務（
管
財
担
当
係
長
）

○
危
機
管
理
課
（
５
名
・
派
遣
１
名
）

岩
見
建
志
（
課
長
）
濵
田
耕
一
郎
（
防

災
対
策
担
当
主
幹
）

▽
防
災
対
策
係
：
石
倉
広
紀
（
係
長
）

濵
田
恭
史
（
主
任
：
消
防
か
ら
派
遣
）

▽
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
係
：
宮
原

達
也
（
係
長
）
西
村
京
祐
（
主
事
）

○
企
画
課
（
９
名
）

上
ノ
坊
健
二
（
課
長
）
塩
﨑
清
人
（
課

長
補
佐
）

▽
企
画
係
：
奥
村
京
英
（
係
長
）
濵

田
航
太
（
主
任
）
北
村
正
志
（
主
事
）

▽
広
報
係
：
大
西
容
敬
（
係
長
）
源

口
晴
子
（
主
査
）

▽
東
紀
州
地
域
振
興
公
社
（
駐
在
）：

野
中
周
（
主
事
）
東
悠
史
（
主
事
）

○
税
務
課
（
８
名
）

直
江
仁
（
課
長
）

▽
課
税
係
：
武
村
多
恵
（
係
長
）
奥

村
悠
磨
（
主
任
）
井
谷
文
香
（
主
事
）

稲
葉
彩
華
（
主
事
）

▽
徴
収
係
：
井
谷
雅
（
係
長
）
長
井

一
晃
（
主
任
）
堀
内
拓
也
（
主
事
）

○
住
民
課
（
11
名
）

上
村
毅
（
課
長
）
石
倉
充
能
（
国
保
・

年
金
担
当
副
参
事
）
濵
田
ま
み
（
住

民
担
当
課
長
補
佐
）世
古
基
樹（
国
保
・

年
金
担
当
課
長
補
佐
）

▽
住
民
係
：
家
倉
尚
子
（
係
長
）
水

口
香
代
子
（
主
任
）
田
宮
瑛
莉
（
主
任
）

▽
国
保
・
年
金
係
：
東
有
加
（
係
長
）

柳
田
康
裕
（
主
任
）
海
上
伸
浩
（
主
任
）

星
野
果
鈴
（
主
事
）

○
環
境
管
理
課
（
31
名
）

玉
本
真
也
（
課
長
）
東
孝
明
（
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
担
当
課
長
補
佐
）

岡
野
克
也
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
担

当
課
長
補
佐
兼
係
長
）
山
口
恒
徳
（
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
担
当
主
幹
兼
係

長
）
鶴
田
博
樹
（
廃
棄
物
対
策
担
当

主
幹
兼
係
長
）
垣
内
洋
人
（
環
境
管

理
担
当
主
幹
兼
係
長
）

▽
環
境
管
理
係
：
村
川
琢
磨
（
主
事
）

上
野
義
人
（
主
任
技
術
員
）
水
谷
誠

志
（
主
任
技
術
員
）
玉
津
武
幸
（
再

任
用
）

▽
廃
棄
物
対
策
係
：
濵
口
智
之
（
主
任
）

▽
広
域
ご
み
処
理
施
設
一
部
事
務
組

合
設
立
準
備
会
（
駐
在
）：
井
上
貴
義

（
主
任
）

▽
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
係
：
福
屋

広
充
（
主
任
技
術
員
）
疇
地
昭
広
（
主

任
技
術
員
）
龍
鉄
史
（
主
任
技
術
員
）

濵
野
和
彦
（
主
任
技
術
員
）
内
山
敦

雄
（
主
任
技
術
員
）
西
村
美
杉
（
主

任
技
術
員
）別
當
義
久（
主
任
技
術
員
）

大
原
薫
（
主
任
技
術
員
）
林
信
宏
（
主

任
技
術
員
）
脇
明
也
（
主
任
技
術
員
）

井
谷
清
孝
（
主
任
技
術
員
）
小
家
邦

彦
（
主
任
技
術
員
）
五
味
康
幸
（
再

任
用
）
東
聡
（
再
任
用
）

▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
係
：
川
口
信

一
郎
（
主
任
技
術
員
）
塩
崎
成
一
（
主

任
技
術
員
）立
岡
鐘
道（
主
任
技
術
員
）

直
江
憲
尚（
主
任
技
術
員
）東
繁
之（
主

任
技
術
員
）

○
福
祉
保
健
課
（
32
名
）

中
村
吉
伸
（
課
長
兼
赤
羽
寮
長
）
中

野
律
（
地
域
福
祉
、
高
齢
者
・
障
害

者
福
祉
担
当
課
長
補
佐
）
近
藤
大
志

（
赤
羽
寮
長
補
佐
）
上
野
淑
（
地
域
保

健
担
当
主
幹
）東
典
弘（
赤
羽
寮
養
護
、

特
別
養
護
担
当
主
幹
）

▽
地
域
福
祉
係
：
奥
川
由
紀
子
（
地

域
福
祉
担
当
係
長
）
鈴
木
珠
代
（
児

童
福
祉
担
当
係
長
）中
野
竜
希（
主
事
）

▽
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
係
：
芝
原

竜
太
（
係
長
）
玉
津
総
司
（
主
任
）

駒
井
広
美
（
主
事
）

▽
地
域
保
健
係
：
長
井
礼
子
（
係
長
）

宮
原
由
佳
利
（
主
査
）
橋
本
真
理
（
主

任
）
五
味
正
治
（
主
任
）
平
岡
佐
智

子
（
主
事
）

▽
赤
羽
寮
養
護
係
：
宮
原
大
輔
（
係
長
）

大
西
陽
子
（
主
任
）
倉
本
由
紀
子
（
主

任
労
務
員
）
平
野
有
良
（
労
務
員
）

久
保
美
咲
（
労
務
員
）
石
原
澄
香
（
再

任
用
）

▽
赤
羽
寮
特
別
養
護
係
：
本
山
吉
野

（
係
長
）長
井
由
美
子（
主
査
）東
瞳（
主

任
）
東
臣
紀
（
主
任
労
務
員
）
奥
田

充
子
（
主
任
労
務
員
）
宮
原
裕
子
（
主

任
労
務
員
）
西
信
子
（
主
任
労
務
員
）

東
力
也
（
労
務
員
）
太
田
顕
悟
（
労

務
員
）
佐
々
木
千
束
（
再
任
用
）

町からのおしらせ　～ Information ～

役場の職員配置と新規採用職員の紹介役場の職員配置と新規採用職員の紹介
　４月１日からの役場の職員配置（本庁 16 課 39 係、海山総合支所６室 10 係で、行政職員 164 名、現業職員 42 名）

と新規採用職員をご紹介します。

　４月１日からの役場の職員配置（本庁 16 課 39 係、海山総合支所６室 10 係で、行政職員 164 名、現業職員 42 名）

と新規採用職員をご紹介します。
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○
農
林
水
産
課
（
10
名
）

上
野
和
彦
（
課
長
）
高
芝
健
司
（
課

長
補
佐
）

▽
農
政
係
：
寺
浦
圭
（
係
長
）
植
村

元
紀
（
主
任
）
民
部
享
（
主
任
）

▽
林
政
係
：
山
口
文
明
（
係
長
）
野

澤
貴
則
（
主
事
）
堀
内
悠
（
主
事
）

▽
水
産
係
：
中
村
仁
郎
（
係
長
）
五

味
祐
汰
（
主
事
）

○
商
工
観
光
課
（
６
名
）

玉
津
裕
一
（
課
長
）

▽
商
工
係
：
奥
川
賀
夫
（
係
長
）
橋

倉
政
弘
（
主
任
）

▽
観
光
係
：
中
井
崇
（
係
長
）
中
野

克
哉
（
主
事
）
中
野
勇
太
（
主
事
）

○
建
設
課
（
14
名
）

宮
原
俊
也
（
課
長
）
川
口
和
志
（
課

長
補
佐
）

▽
管
理
係
：
森
本
太
郎
（
係
長
）
柏

屋
大
樹
（
主
事
）
中
子
尚
（
主
事
）

小
川
敬
吾
（
主
任
技
術
員
）

▽
地
籍
調
査
係
：
高
須
宏
明
（
係
長
）

中
村
勇
太
（
主
事
）

▽
工
務
係
：
東
聡
（
係
長
）
和
手
平

吉（
主
査
）中
村
壮（
主
任
）長
井
進（
主

任
）
出
口
拓
磨
（
主
事
）
中
村
慶
人
（
主

事
）

○
出
納
室
（
２
名
）

武
岡
芳
樹
（
会
計
管
理
者
兼
出
納
室

長
）

▽
出
納
係
：
岡
村
賢
二
（
係
長
） 

○
水
道
課
（
９
名
）

上
野
隆
志
（
課
長
）
長
井
裕
悟
（
課

長
補
佐
）
山
下
実
宣
（
総
務
担
当
主

幹
兼
係
長
）

▽
業
務
係
：
竹
谷
嘉
真
（
係
長
）
中

村
大
輔
（
主
事
）

▽
技
術
係
：
奥
村
邦
仁
（
係
長
）
佐

波
大
也
（
主
任
）
東
靖
之
（
主
任
技

術
員
）
尾
崎
晃
司
（
主
任
技
術
員
）

○
学
校
教
育
課
（
13
名
）

宮
本
忠
宜
（
課
長
）
田
中
哲
（
学
校

教
育
担
当
課
長
補
佐
・
学
校
指
導
主

事
）
加
藤
澄
子
（
課
長
補
佐
・
紀
伊

長
島
幼
稚
園
長
）
東
真
美
（
学
校
教

育
担
当
主
幹
）

▽
学
校
教
育
係
：
藤
原
純
一
（
係
長
）

中
村
怜
支
（
主
事
）

▽
紀
伊
長
島
幼
稚
園
：
田
島
志
保
（
係

長
・
副
園
長
）
北
浦
志
保
（
主
任
）

西
村
佳
奈
（
主
任
）

▽
学
校
給
食
係
：
三
鬼
文
香
（
係
長
）

間
野
夏
奈
子
（
主
任
）
中
村
修
（
主

任
技
術
員
）
上
村
淳
（
主
任
技
術
員
）

○
生
涯
学
習
課
（
７
名
）

井
土
誠
（
課
長
）

▽
社
会
教
育
係
：
中
野
洋
二
（
係
長
）

植
村
敏
行
（
主
任
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
：
宮
本
剛
秀
（
係

長
）
萩
原
光
祐
（
主
事
）

▽
国
民
体
育
大
会
担
当
：
東
雅
人
（
課

長
補
佐
）
野
間
宏
哉
（
主
任
）

海
山
総
合
支
所
職
員
配
置

○
総
務
室
（
４
名
）

植
地
俊
文
（
支
所
長
）
直
江
和
哉
（
室

長
兼
総
務
・
防
災
対
策
係
長
）

▽
総
務
・
防
災
対
策
係
：
上
村
健
一
（
主

任
）
松
永
耕
（
主
事
）

○
住
民
室
（
６
名
）

中
野
徹
（
室
長
）
森
田
耕
司
（
住
民

担
当
主
幹
兼
係
長
）
細
川
宏
史
（
税

務
担
当
主
幹
兼
係
長
）

▽
税
務
係
：
中
野
志
音
（
主
事
）

▽
国
保
・
年
金
係
：
岡
一
女
（
係
長
）

中
井
陽
子
（
主
事
）

○
福
祉
環
境
室
（
６
名
）

奥
村
能
行
（
室
長
兼
環
境
管
理
係
長
）

▽
環
境
管
理
係
：
北
村
慎
平
（
主
事
）

▽
福
祉
保
健
係
：
奥
村
重
仁
（
係
長
）

藤
原
ま
ど
か
（
主
査
）
岡
村
真
穂
（
主

査
）
橋
本
健
吾
（
主
査
）

○
産
業
建
設
室
（
７
名
）

　

口
淳
也
（
室
長
兼
産
業
振
興
、
土

木
係
長
）

▽
産
業
振
興
係
：　

口
貴
弘
（
主
任
）

南
部
紫
苑
（
主
事
）
植
松
登
志
典
（
主

任
技
術
員
）
西
村
正
人
（
再
任
用
）

▽
土
木
係
：
武
村
文
明
（
主
事
）
川

端
啓
太
（
主
事
）

○
水
道
室
（
３
名
）

森
岡
純
司
（
室
長
兼
業
務
係
長
）

▽
業
務
係
：
川
端
剛
央
（
主
任
技
術
員
）

民
部
裕
久
（
再
任
用
）

○
教
育
室
（
５
名
）

直
江
憲
樹
（
室
長
）

▽
教
育
係
：
徳
田
臣
生
（
生
涯
学
習

担
当
教
育
係
長
）
橋
本
あ
よ
り
（
学

校
教
育
担
当
教
育
係
長
）
疇
地
将
徳

（
主
事
）

▽
海
山
公
民
館
：
鳥
飼
俊
治
（
主
任

技
術
員
）

▽
ふ
な
つ
幼
稚
園
：
休
園

産業建設室

南部 紫苑  なんぶ しおん

仕事を早く覚えて、町民の

皆さまが暮らしやすくなる

ように頑張ります。

福祉保健課

中野 竜希  なかの たつき

町民の皆さまの笑顔の為

に、頑張ります。

新
規
採
用
職
員

町からのおしらせ　～ Information ～
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紀
北
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
脳

ド
ッ
ク
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
受
診

を
希
望
さ
れ
る
方
は
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

　

脳
ド
ッ
ク
検
診
は
、「
認
知
症
」
の

原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
「
脳
動

脈
硬
化
」
や
自
覚
症
状
の
な
い
「
脳

梗
塞
」の
発
見
、ま
た「
脳
卒
中
」や「
く

も
膜
下
出
血
」
の
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
。「
認
知
症
」
は
早
期
治
療
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
程
度
を
軽
く
し
た

り
、
進
行
を
遅
く
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

募
集
対
象

紀
北
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
お
り
、
次
の
全
て
の
項
目
に
該
当

す
る
方

①
35
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
（
令
和

元
年
10
月
31
日
現
在
）

②
過
年
度
分
保
険
料
に
滞
納
が
な
い

世
帯
の
方

③
平
成
29
・
30
年
度
に
受
診
さ
れ
て

い
な
い
方

※

体
内
に
電
子
電
気
部
品
を
装
着
さ

れ
て
い
る
方
や
安
全
の
確
認
が
で
き

な
い
体
内
金
属
が
あ
る
方
、
妊
娠
中

ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
方
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
定
員　

１
０
０
名

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

※

結
果
は
５
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
方
法

　

下
記
応
募
は
が
き
記
入
例
を
参
考

に
官
製
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

５
月
23
日
（
木
）
役
場
必
着

受
診
期
間

７
月
２
日
（
火
）
〜
10
月
31
日
（
木
）

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

検
査
内
容

Ｍ
Ｒ
Ｉ（
頭
部
の
断
面
図
）

Ｍ
Ｒ
Ａ（
頭
部
と
頚
部
の
血
液
の
流

れ
）

検
査
機
関

尾
鷲
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

自
己
負
担
金

【
７
月
〜
９
月
の
受
診（
消
費
税
８
％
）】

負
担
金　

７
，
０
７
０
円

脳
ド
ッ
ク
費
用
額

２
３
，
５
６
５
円×

30
％

【
10
月
の
受
診
（
消
費
税
10
％
）】

負
担
金　

７
，
２
０
０
円

脳
ド
ッ
ク
費
用
額

２
４
，
０
０
２
円×

30
％

　

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
均
等

割
額
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
９
割
軽

減
と
な
っ
て
い
た
方
は
、
今
年
度
、

８
割
軽
減
に
変
わ
り
ま
す
。

※

医
療
保
険
料
を
年
金
か
ら
の
引
き

落
と
し
で
納
め
て
い
る
場
合
、
引
き

落
と
し
額
へ
の
影
響
は
10
月
か
ら
に

な
り
ま
す
。

（
例
）
年
金
収
入
80
万
円
以
下
の
方

○
世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
下
記

の
通
り
均
等
割
額
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
か
ら
、
段
階
的
に
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

※

９
割
軽
減
の
対
象
で
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
や
介
護
保
険

料
の
軽
減
強
化
と
い
っ
た
支
援
策
の
対
象
と
な

り
ま
す
。（
た
だ
し
、
課
税
者
が
同
居
し
て
い
る

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
の
支
給
額
は
納
付
実
績
な
ど
に

応
じ
て
異
な
り
ま
す
。）
８
・
５
割
軽
減
の
対
象

の
方
に
つ
い
て
は
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

の
支
給
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
、
激
変
緩
和
の
観
点
か
ら
、
１
年
間
に
限
り
実

質
上
８
・
５
割
軽
減
を
据
え
置
く
こ
と
と
し
ま
す
。

町からのおしらせ　～ Information ～

平
成
31
年
度
脳
ド
ッ
ク
検
診
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

均
等
割
９
割
軽
減
の

対
象
の
皆
さ
ま
へ

（
軽
減
割
合
変
更
の
お
し
ら
せ
）

① 脳ドック希望

② 受診希望月（○月）

③ 住所

④ 氏名

⑤ 性別

⑥ 生年月日

⑦ 電話番号

⑧ 国保被保険者証記号番号

⑨ 尾鷲総合病院診察券番号

（
お
も
て
）

（
う
ら
）

※⑨現在診察券をお持ちの方のみ記入
※②受診希望月は 7月から 10 月までのいずれか

紀北町役場住民課
国保・年金係　行

紀北町東長島
769番地1

〒519-3292

応募はがき記入例

保
険
料
均
等
割
額
の
軽
減

【平成30年度】

均等割額（42,965円）
9割軽減

（月平均358円納付）

　　　　 　
保険料の納付額
（1割）

【平成31年度】

均等割額（42,965円）
8割軽減

（月平均716円納付）

　　　　 　
保険料の納付額
（2割）

対象者の所得要件
（世帯主および世帯の被保険者全員の軽減判定所得の合計額）

33 万円以下のうち、世帯の
被保険者全員の各種所得なし
（平成 30年度における 9割軽減の区分）  

33 万円以下
（平成 30年度における 8.5 割軽減の区分）

33 万円＋28 万円×（被保険者数）以下

33 万円＋51 万円×（被保険者数）以下

均等割の軽減割合

H30年度

9 割

8.5 割

5 割

2割

H31年度

8 割

8.5 割

5 割

2割

R2年度

7 割

7.5 割

5 割

2割

R3年度

7 割

7割

5割

2割

け
い
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調
査
の
目
的

　

平
成
20
年
度
よ
り
開
始
し
ま
し
た

特
定
健
康
診
査
は
、
生
活
習
慣
病
に

対
す
る
予
防
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

紀
北
町
で
は
毎
年
特
定
健
康
診
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
三
重
県
の

平
均
と
比
較
し
て
も
受
診
率
が
低
く
、

未
受
診
者
の
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
に
対
す
る
意
識
や

意
向
な
ど
の
調
査
を
含
め
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
健
康
意
識
を
高
め
て
も

ら
う
こ
と
も
目
的
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
対
象

40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者　

３
，
５
９
４
名

男
性　

１
，
６
９
９
名

女
性　

１
，
８
９
５
名

調
査
期
間

平
成
30
年
９
月
30
日
〜
11
月
15
日

調
査
方
法

郵
送
で
の
調
査

Ｑ　

特
定
健
康
診
査
の
案
内
通
知
は

開
封
し
ま
し
た
か
。

Ａ　

91
％
の
方
が
開
封
済
み
で
し
た
。

Ｑ　

特
定
健
康
診
査
は
無
料
で
受
診

で
き
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

96
％
の
方
が
知
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ　

今
年
度
、
特
定
健
康
診
査
を
受

診
す
る
予
定
で
す
か
。

Ａ　

73
％
の
方
が
受
診
す
る
ま
た
は

受
診
済
み
。

※

受
診
し
な
い
・
わ
か
ら
な
い
と
い

う
方
が
３
３
８
名
い
ま
し
た
。

【
受
診
し
な
い
・
わ
か
ら
な
い
理
由
】

　
「
定
期
的
に
治
療
ま
た
は
検
査
を
受

け
て
い
る
か
ら
」「
体
調
が
悪
く
な
い

か
ら
」
と
い
う
理
由
が
続
い
て
い
ま

し
た
。

Ｑ　

今
後
、
特
定
健
康
診
査
を
受
診

し
ま
す
か
。（
受
診
し
な
い
・
わ
か
ら

な
い
と
答
え
た
方
の
う
ち
）

Ａ　
「
病
気
の
早
期
発
見
や
予
防
の
た

め
に
毎
年
し
よ
う
と
思
う
」
と
い
う

方
が
75
％
い
ま
し
た
。

Ｑ　

ご
自
身
の
健
康
に
つ
い
て
関
心

が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

98
％
の
方
が
「
関
心
が
あ
る
」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。

Ｑ　

現
在
、
運
動
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
）
を
行
っ
て
い
ま

す
か
。

Ａ　
「
行
っ
て
い
る
」
が
54
％
、「
行
っ

て
い
な
い
」
が
46
％
で
し
た
。

　
「
行
っ
て
い
な
い
」
の
う
ち
26
％
の

方
が
今
後
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

Ｑ　

ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

74
％
の
方
が
知
っ
て
い
ま
し
た
。

【
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
】

　

年
代
別
の
回
答
率
を
見
て
も
年
齢

が
高
く
な
る
と
回
答
率
が
高
く
な
り
、

40
歳
代
・
50
歳
代
が
特
に
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
傾
向
は
「
特
定
健
康
診
査
」

の
年
代
別
受
診
者
と
似
て
い
ま
す
。

　

受
診
率
も
70
歳
代
の
方
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
の
と
お
り
、
40
歳
〜
50
歳
代

の
方
に
対
し
、「
健
康
」、「
特
定
健
康

診
査
」
の
周
知
の
徹
底
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
自
身
の
健
康
に
つ
い
て
関
心
が
あ

る
」
と
ほ
と
ん
ど
の
人
が
答
え
、
現

在
受
診
し
て
い
な
い
方
で
も
「
今
後

は
受
診
し
よ
う
と
思
う
」
と
い
う
方

が
多
か
っ
た
の
で
、「
特
定
健
康
診
査
」

の
受
診
が
わ
か
り
や
す
く
対
象
者
に

伝
わ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

【
参
考
資
料
】

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
住
民
課
国
保
・
年
金
係

℡（
46
）
３
１
１
７

町からのおしらせ　～ Information ～

「
国
民
健
康
保
険
」
特
定

健
康
診
査
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
つ
い
て

プ
ラ
ス
・
テ
ン

※送付対象者の 72％が 60歳代・70歳代で占められており、
回答率に至っては 85％になっています。
　特定健康診査の年齢別受診率と同じ傾向になっています。

年齢

40 歳代

50 歳代

60 歳代

70 歳代

合計

対象者

448 名

549 名

1,508 名

1,089 名

3,594 名

回答者

72 名

124 名

583 名

505 名

1,284 名

回答率

16.1％

22.6％

38.7％

46.4％

35.7％

年代別アンケート対象者数

１人当たりの医療費 特定健康診査受診率

国民健康保険被保険者
１人当たり平均年間医療費

（Ｈ29 年度）

紀北町

三重県平均

県内順位（29市町）

紀北町

三重県平均

県内順位（29市町）

男性

33.9％

37.7％

17 位

女性

44.1％

46.6％

15 位

計

39.3％

42.5％

17 位

461,121 円

　378,517 円

　　　 29 位

特定健康診査受診率（Ｈ29年度）

年代別送付者割合 年代別回答者割合

40歳代
12.5%
40 歳代
12.5%

50 歳代
15.3%
50 歳代
15.3%

60 歳代
41.9%
60 歳代
41.9%

70 歳代
30.3%
70 歳代
30.3%

40 歳代
5.6%
40 歳代
5.6%

50 歳代
9.7%
50 歳代
9.7%

60 歳代
45.4%
60 歳代
45.4%

70 歳代
39.3%
70 歳代
39.3%
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【
林
業
関
係
】

○
農
林
水
産
祭　

天
皇
杯

速
水　

亨
（
引
本
浦
）

速
水　

紫
乃
（
引
本
浦
）

○
全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事

農
林
水
産
大
臣
賞
（
農
林
水
産
大
臣
）

速
水
林
業
代
表　

速
水　

亨（
引
本
浦
）

【
福
祉
関
係
】

○
藍
綬
褒
章
（
内
閣
総
理
大
臣
）

野
呂　

明
美
（
古
里
）

○
三
重
県
知
事
感
謝
状

（
三
重
県
知
事
）

植
松　

妙
子
（
白
浦
）

○
津
保
護
観
察
所
長
表
彰

（
津
保
護
観
察
所
長
）

鬼
頭　

孝
義
（
東
長
島
）

牧
野　

正
人
（
矢
口
浦
）

○
津
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

（
津
保
護
観
察
所
長
）

井
田　

恵
美
（
引
本
浦
）

【
人
権
・
行
政
関
係
】

○
感
謝
状
：
人
権
擁
護
委
員

（
法
務
大
臣
）

髙
須　

幹
生
（
東
長
島
）

○
人
権
擁
護
委
員
功
労

（
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
会
長
）

髙
須　

幹
生
（
東
長
島
）

【
消
防
団
関
係
】

○
功
績
章
（
日
本
消
防
協
会
）

東　

京
吾
（
東
長
島
）

○
消
防
功
績
章
（
三
重
県
知
事
）

東　

明
広
（
道
瀬
）

黒
坂　

義
弘
（
上
里
）

川
口　

久
（
河
内
）

筒
井　

弘
明
（
東
長
島
）

家
崎　

隼
人
（
矢
口
浦
）

【
ス
ポ
ー
ツ
関
係
】

○
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞

空
手
道

清
川　

愛
果　
　

上
里
小
学
校
２
年

川
上　

伊
莉
嘉　

船
津
小
学
校
２
年

大
岩　

蘭　
　
　

相
賀
小
学
校
４
年

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

井
谷　

彩
良　
　

四
日
市
商
業
高
校
３
年

水
泳

細
川　

宏
史　
　

紀
北
町
役
場

○
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
個
人
の
部
）

空
手
道

大
岩　

凌
央　
　

相
賀
小
学
校
１
年

清
川　

心
花　
　

上
里
小
学
校
１
年

藤
田　

萌
愛　
　

上
里
小
学
校
２
年

清
川　

優
匠　
　

上
里
小
学
校
４
年

川
上　

穂
乃
嘉　

船
津
小
学
校
５
年

中
村　

麻
央
莉　

相
賀
小
学
校
５
年

大
岩　

萌
香　
　

相
賀
小
学
校
６
年

牧
野　

郁
冶　
　

尾
鷲
高
校
２
年

牧
野　

沙
耶　
　

尾
鷲
高
校
３
年

水
泳

長
井　

涼
空　
　

東
小
学
校
６
年

松
葉　

崇
真　
　

相
賀
小
学
校
６
年

平
谷　

賢
治　
　

相
賀
小
学
校
６
年

疇
地　

智
太　
　

上
里
小
学
校
６
年

細
川　

陽
生　
　

潮
南
中
学
校
１
年

谷
口　

華　
　
　

潮
南
中
学
校
１
年

山
口　

悠
太　
　

潮
南
中
学
校
２
年

上
村　

海
童　
　

潮
南
中
学
校
２
年

濵
田　

進
之
介　

潮
南
中
学
校
３
年

平
野　

愛
海　
　

潮
南
中
学
校
３
年

直
江　

と
う
子　

潮
南
中
学
校
３
年

疇
地　

凜
子　
　

潮
南
中
学
校
３
年

廣
下　

菜
月　
　

尾
鷲
高
校
１
年

直
江　

篤
樹　
　

尾
鷲
高
校
２
年

関
口　

凌
聖　
　

尾
鷲
高
校
２
年

岩
見　

ま
り
ん　

尾
鷲
高
校
２
年

岩
見　

き
ら
り　

尾
鷲
高
校
３
年

平
野　

有
美　
　

尾
鷲
高
校
３
年

小
川　

玲
雄　
　

尾
鷲
高
校
３
年

○
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
団
体
の
部
）

水
泳

海
山
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

潮
南
中
学
校
水
泳
部

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

海
陽
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

紀
北
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部

サ
ッ
カ
ー

紀
州 

E
S
F
O
R
C
O 

F
C 

U
14

　
　
　
（
敬
称
略
・
平
成
30
年
度
所
属
）

平
成
30
年
度

各
種
表
彰
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

町からのおしらせ　～ Information ～
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消
防
庁
舎
は
地
震
、
津
波
を
含
め

た
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
し
て
重
要
な

防
災
拠
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
浸
水

被
害
の
な
い
場
所
へ
移
転
す
る
た
め
、

平
成
29
年
度
に
用
地
決
定
、
実
施
設

計
を
行
い
、
平
成
30
年
７
月
よ
り
建

設
を
開
始
、
平
成
31
年
３
月
に
完
成
、

平
成
31
年
４
月
16
日
に
新
庁
舎
に
移

転
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
地
震
津
波
災

害
を
含
む
す
べ
て
の
災
害
か
ら
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
生
命
・
身
体
お
よ
び

財
産
を
守
る
た
め
、
消
防
力
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

◆
施
設
の
概
要

　

庁
舎
は
管
理
棟
が
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
平
屋
建
て
、
車
庫
棟
が
鉄
骨

造
平
屋
建
て
、
延
べ
床
面
積
は
６
５

６
㎡
で
同
敷
地
内
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
や
非
常
用
発
電
設
備
を
整
備
し
ま

し
た
。

◆
住
所

紀
北
町
長
島
１
８
２
４
番
地
９

℡（
47
）
０
０
０
１

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
紀
北
消
防
組
合
消
防
・
総
務
課

℡（
22
）
２
０
２
１

町からのおしらせ　～ Information ～

紀
伊
長
島
消
防
署
の

移
転
に
つ
い
て

至   松 阪

至   尾 鷲

三重紀北消防組合
紀伊長島消防署

紀伊長島
リサイクルセンター

三重紀北消防組合  紀伊長島消防署

42

　

2
0
1
9
年
７
月
７
日
に
世
界

遺
産
登
録
15
周
年
を
迎
え
る
紀

伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
。
紀

北
町
内
に
も
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
５
つ
の
峠
が
あ
り
ま
す
。

　

15
周
年
を
記
念
し
５
月
号
か

ら
12
月
号
ま
で
世
界
遺
産
や
紀

北
町
内
に
あ
る
熊
野
古
道
伊
勢

路
や
保
存
会
の
活
動
な
ど
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
　

世
界
遺
産
と
は

　

地
球
の
生
成
と
人
類
の
歴
史

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
過
去

か
ら
現
在
へ
と
引
き
継
が
れ
て

き
た
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で

す
。
現
在
を
生
き
る
世
界
中
の

人
々
が
過
去
か
ら
引
継
ぎ
、
未

来
へ
と
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
類
共
通
の
遺
産
で

す
。

　

世
界
遺
産
は
、1
9
7
2
年
の

第
17
回
U
N
E
S
C
O
総
会
で

採
択
さ
れ
た
世
界
遺
産
条
約
（
正

式
に
は
『
世
界
の
文
化
遺
産
及
び

自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条

約
』）
の
中
で
定
義
さ
れ
て
い
ま

す
。
2
0
1
6
年
12
月
現
在
、
世

界
遺
産
は
1
0
5
2
件
（
文
化
遺

産
8
1
4
件
、
自
然
遺
産
2
0
3

件
、
複
合
遺
産
35
件
）、
条
約
締

約
国
は
1
9
1
カ
国
で
す
。

　

★
日
本
に
あ
る
世
界
遺
産

文
化
遺
産　

16
件

自
然
遺
産　

４
件

※

ユ
ネ
ス
コ
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

世
界
遺
産
登
録
日　

２
０
０
４
年
７
月
７
日

登
録
名
称　

紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道

（
日
本
で
12
例
目
の
登
録
）

世
界
遺
産
登
録
15
周
年

紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道

1

2

3

世界遺産熊野古道　①馬越峠
②荷坂峠 ③ツヅラト峠
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ご
自
宅
の
階
段
を
手
す
り
に
つ
か

ま
り
な
が
ら
登
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

い
つ
ま
で
も
元
気
な
足
腰
を
保
て

る
よ
う
適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
今
日
か
ら
で
も
始
め
る

こ
と
が
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

   ○
筋
力
の
向
上

○
体
脂
肪
や
中
性
脂
肪
の
減
少

○
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

○
心
肺
機
能
、
循
環
器
系
機
能
の
向
上

○
ス
ト
レ
ス
解
消
、
う
つ
予
防

○
交
流
の
増
加

　

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
と
は
、
早
歩

き
３
分
、
普
段
歩
き
３
分
を
繰
り
返

し
歩
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
30
分
行
う

こ
と
で
す
。
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
を

行
う
事
で
、
よ
り
効
率
的
に
筋
力
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

早
歩
き
３
分
で
疲
れ
て
し
ま
う
方

は
普
段
歩
き
の
時
間
を
多
く
と
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
個
人
差
が
あ
り
ま

す
の
で
３
分
は
目
安
と
し
て
無
理
な

く
継
続
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー
に
は
、
そ
の
場

で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
で

き
る
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
や
バ
イ
ク
な
ど

の
有
酸
素
マ
シ
ン
が
あ
る
た
め
、
天
候

に
左
右
さ
れ
ず
運
動
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
い
つ
で
も
運
動
指
導
員
が

い
ま
す
の
で
、
ご
高
齢
の
方
や
体
力

に
自
信
の
な
い
方
で
も
安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ま

も
健
康
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
ょ
う
。

　

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー
は
、
皆
さ
ま

の
健
康
づ
く
り
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー

℡（
31
）
０
２
１
０

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

℡（
46
）
３
１
２
５

　

自
分
や
家
族
の
将
来
の
た
め
、
健

康
維
持
の
運
動
は
と
て
も
た
い
せ
つ

で
す
。
ま
ず
は
こ
の
機
会
に
自
分
の

カ
ラ
ダ
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ

ん
か
？

　

テ
ス
ト
と
い
っ
て
も
、
誰
か
と
競

う
わ
け
で
は
な
い
の
で
体
力
に
自
信

が
な
い
方
で
も
安
心
し
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
体
力
テ
ス
ト
の
種
目

シ
ニ
ア
（
65
歳
以
上
）

①
握
力　

②
長
座
体
前
屈　

③
上
体

起
こ
し　

④
開
眼
片
足
立
ち　

⑤
10

ｍ
障
害
物
歩
行　

⑥
６
分
間
歩
行

一
般
（
20
〜
64
歳
）

①
握
力　

②
長
座
体
前
屈　

③
上
体

起
こ
し　

④
反
復
横
跳
び　

⑤
立
ち

幅
跳
び　

⑥
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

※

で
き
な
い
種
目
が
あ
っ
て
も
、
各

種
目
で
の
判
定
が
出
ま
す
。

※

所
要
時
間
は
６
種
目
で
約
１
時
間

で
す
。

◆
他
に
も
い
ろ
ん
な
測
定
が
で
き
ま

す○
体
組
成
（
筋
肉
や
脂
肪
、
骨
量
な

ど
）、
肌
年
齢
、
血
管
年
齢
な
ど

会
場　

海
山
体
育
館

日
程　

６
月
２
日
（
日
）

時
間　

シ
ニ
ア　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　

一
般　
　

午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

東
長
島
ス
ポ
ー
ツ
公
園　
　

　
　
　

体
育
館

日
程　

６
月
９
日
（
日
）

時
間　

シ
ニ
ア　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　

一
般　
　

午
後
１
時
〜
４
時

　

参
加
費
、申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

ま
た
、
２
日
間
別
会
場
で
開
催
し
ま

す
の
で
、
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

℡（
46
）
３
１
２
５

町からのおしらせ　～ Information ～

健
康
へ
の
第
一
歩
！

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

自
分
の
カ
ラ
ダ
ど
こ
ま
で

し
っ
て
ま
す
か
？

『
町
民
体
力
テ
ス
ト
』
開
催

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は

良
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
！

歩
き
方
と
し
て
お
勧
め

「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
」

ウォーキング、ランニングができる
トレッドミルやバイクなどの有酸素
マシンを完備。
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現
在
、
私
た
ち
の
生
活
は
、
多
く

の
メ
デ
ィ
ア
機
器
に
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。
情
報
化
社
会
に
と
っ
て
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
長
時
間
接
触
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
「
メ
デ
ィ
ア
漬
け
」
に
よ
る
影
響

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

乳
幼
児
期
は
、
心
と
か
ら
だ
の
基

礎
作
り
の
た
い
せ
つ
な
時
期
で
す
。

◆
体
力
・
運
動
能
力
の
低
下

　

メ
デ
ィ
ア
と
接
触
し
て
い
る
時
間

が
増
え
る
と
、
外
で
体
を
使
っ
て
遊

ん
だ
り
、
走
り
回
っ
た
り
す
る
時
間

が
減
少
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
子

ど
も
の
足
の
発
達
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
、
長
く
歩
け
な
か
っ
た
り
、
バ
ラ

ン
ス
を
崩
し
て
転
び
や
す
く
な
り
ま

す
。
運
動
量
が
減
る
と
、
背
筋
や
腹

筋
な
ど
の
筋
肉
の
発
達
の
低
下
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

◆
言
葉
が
育
た
な
い

　

子
ど
も
が
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
ゲ
ー

ム
を
す
る
場
合
、
画
面
に
向
き
合
い
、

一
方
的
に
映
像
と
音
声
の
刺
激
を
受

け
と
め
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
そ
の
時
間
が
長
け
れ
ば
、
家
族

と
の
言
葉
の
や
り
と
り
は
少
な
く
な

り
、
言
葉
の
発
達
が
遅
れ
た
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下
が

危
ぶ
ま
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
の
言
葉
の
力
を
育
て
る
に

は
、
周
り
の
人
か
ら
の
言
葉
か
け
の

積
み
重
ね
や
、
体
験
や
経
験
を
通
し

て
周
り
の
人
と
気
持
ち
を
共
有
す
る

こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

◆
視
力
へ
の
影
響

　

乳
幼
児
期
は
見
る
力
が
発
達
す
る

重
要
な
時
期
で
す
。
小
さ
な
平
面
画

面
を
見
る
時
間
が
長
い
と
視
力
の
発

達
を
妨
げ
ま
す
。
日
本
の
子
ど
も
た

ち
の
視
力
は
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
機

の
普
及
の
あ
と
急
速
に
悪
化
し
て
い

ま
す
。

◆
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
る

　

メ
デ
ィ
ア
と
接
触
し
て
い
る
時
間

の
長
い
子
ど
も
は
就
寝
時
間
が
遅
く

な
り
、
就
寝
・
起
床
の
リ
ズ
ム
が
不

規
則
と
な
り
、
食
習
慣
や
排
便
習
慣

が
悪
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

慢
性
的
に
睡
眠
不
足
の
あ
る
子
ど
も

は
自
律
神
経
が
乱
れ
、
情
緒
不
安
定

な
状
態
に
陥
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

１
．
２
歳
ま
で
の
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ

の
視
聴
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

２
．
授
乳
中
、
食
事
中
の
テ
レ
ビ
・

ビ
デ
オ
の
視
聴
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

３
．
す
べ
て
の
メ
デ
ィ
ア
へ
接
触
す

る
総
時
間
を
制
限
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
１
日
２
時
間
ま
で
を
目
安
と

考
え
ま
す
。
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
は
１
日

30
分
ま
で
を
目
安
と
考
え
ま
す
。

４
．
子
ど
も
部
屋
に
は
テ
レ
ビ
な
ど

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

５
．
保
護
者
と
子
ど
も
で
メ
デ
ィ
ア

を
上
手
に
利
用
す
る
ル
ー
ル
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

◆「
絵
本
タ
イ
ム
」
に
し
よ
う
！

　

メ
デ
ィ
ア
と
接
触
す
る
時
間
を
減

ら
し
、
親
子
の
心
の
絆
を
結
ぶ
「
絵

本
タ
イ
ム
」
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
、
絵
本
を

通
し
て
、
子
ど
も
と
同
じ
気
持
ち
を

共
有
で
き
る
す
て
き
な
時
間
で
す
。

読
み
聞
か
せ
に
は
ル
ー
ル
や
上
手
に

読
む
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
短
い
時

間
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は
、

読
ん
で
も
ら
う
時
間
の
中
で
愛
さ
れ

て
い
る
心
地
よ
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
時
間
が
子
ど
も
の
心
の
栄
養
と

な
り
、
親
子
の
関
係
も
豊
か
に
し
て

く
れ
ま
す
。

◆
紀
北
町
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」

　

紀
北
町
で
は
、
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
と
保
護
者
を
対
象
に
絵
本
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
は
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が

絵
本
を
介
し
て
向
か
い
合
い　

暖
か

く
て
楽
し
い
こ
と
ば
の
ひ
と
と
き　

を
持
つ
こ
と
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
身
近
な
人
と
の
関
わ

り
合
い
や
自
然
体
験
な
ど
の
遊
び
を

通
し
て
人
間
関
係
を
築
き
、
心
や
体

が
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
メ
デ
ィ
ア
と
の

上
手
な
付
き
合
い
方
を
考
え
、
一
緒

に
過
ご
す
時
間
を
た
い
せ
つ
に
し
ま

し
ょ
う
。

日
時　

６
月
12
日
（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

海
山
総
合
支
所
別
館
２
階

　
　
　

け
ん
こ
う
の
広
場

対
象　

妊
婦
さ
ん
と

　
　
　

そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

申
込
期
限　

６
月
７
日
（
金
）

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
福
祉
保
健
課
地
域
保
健
係

℡（
46
）
３
１
２
２

町からのおしらせ　～ Information ～

「
メ
デ
ィ
ア
漬
け
」
の
予
防
は
乳
幼
児
期
か
ら

「
メ
デ
ィ
ア
漬
け
」は
子
ど
も

に
何
を
も
た
ら
す
の
か

日
本
小
児
科
医
会
か
ら
の

「
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
」
の

問
題
に
対
す
る
５
つ
の
提
言

助
産
師
・
保
健
師
に
よ
る

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に

関
す
る
「
パ
パ
マ
マ
教
室
」

を
開
催
し
ま
す

 “

 “
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５月の新刊案内図書室だより
海山図書室から 児童図書室から 紀伊長島図書室から

「極夜行前」

「図書名」/著者名

「永遠の詩情」/森村誠一
「指揮権発動」/笹本稜平
「新宿の猫」/ドリアン助川
「傑作はまだ」/瀬尾まいこ
「死にがいを求めて生きているの」
　　　　　　　　　 /朝井リョウ
「呪い釘」/宇江敏勝
「殺人鬼がもう一人」/若竹七海
「はつ恋」/村山由佳
「ぎりぎりの本屋さん」
　　　　　　　　/まはら三桃 他
「大丈夫。人間だからいろいろあっ
て」/香山リカ
「マンガでわかる『日本絵画』の
テーマ」/矢島新 唐木みゆ
「志麻さんの自宅レシピ」
　　　　　　　　　 /タサン志麻
「人間と機械のあいだ 心はどこに
あるのか」/池上高志 石黒浩
「精神疾患にかかわる人が最初に
読む本」/西井重超

角幡唯介

「でんしゃの
　　　　ずかん」

「図書名」/著者名

「サンカクさん」
　　　　　 /マック・バーネット
「たべかたのえほん」/石田栞音
「ふしぎ駄菓子屋 銭天堂 6」
　　　　　　　　　　/廣嶋玲子
「杉原千畝 命のビザ」/石崎洋司
「たべものいっぱい！あそべる！
フェルトのおままごと」
　　　　　　　 /日本ヴォーグ社

★かりた本はかならず返してく
ださい。
☆ 5月はこどもの日や母の日など
をテーマにした展示を行います。

五十嵐美和子

「鹿の王 
　　　水底の橋」

「図書名」/著者名

■一般図書
「W県警の悲劇」 /葉真中顕
「おやつが好き」 /坂木司
「しびれる短歌」/東直子・穂村弘
「海とヒトの関係学 ①日本人が魚
を食べ続けるために」 /秋道智彌
「“きれいな字 ”の絶対ルール」
　　　　　　　　　　/青山浩之
■児童図書
「マインクラフト こわれた世界」
　　　/トレイシー・バティースト
「おうさまがかえってくる 100
びょうまえ！」 /柏原佳世子
「ゆげゆげ～」 /さいとうしのぶ
「たてる こうじのえほん」
　　　　　　 /サリー・サットン

上橋菜穂子

KIHOKU TOWN LIBRARY

●海山図書室および児童図書室
【開室時間】午前９時～午後５時　※正午～午後１時閉室
【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

●紀伊長島図書室
【開室時間】火～金 /午前９時～午後６時　
土・日 /午前９時～午後５時　※正午～午後１時閉室
【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

5月 1 8日（土）
午前1 0時3 0分～

えほんのよみきかせと、
幼児向けの工作あそびを

します。

「よみきかせの会」
（児童図書室）

※返却期間を過ぎている本をお持ちの方は、返却をお願いします。
【問い合わせ】　海山図書室　℡32- 3915　児童図書室　℡33- 0025　紀伊長島図書室　℡47- 3906

三重県学校図書館協議会（SLA）
司書部レファレンス研究会との
連携展示を開催します。

4月2日～5月31日

レファレンス研究会が作成した冊
子『R本』（高校生におすすめした
い小説をテーマ別に集めたブック
リスト）に掲載されている本を展
示するとともに、レファレンス研
究会の活動内容やレファレンス事
例、学校司書の役割などを紹介し
たポスターも展示します。
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Kihoku PlaybackNews
&

Topics まちの話題

引本小学校　閉校式・タイムカプセル掘り起こし

　明治 8年 1875年に創立された小学校で、これまでに 7,704人の卒業生を送り出してきましたが、平成 31 年 3 月をもっ

て閉校することとなり、この日は児童 12人をはじめ、地域住民や学校関係者など、合わせて163人が式に参加し最後に

出席者全員で校歌斉唱を行い、引本小学校143年の歴史に幕をおろしました。

　閉校式に合わせて、引本小学校創立100周年に埋められたタイムカプセルの掘り起こしも行われ、参加者は絵や書を手

に取り当時を懐かしんでいました。

3/24　引本小学校
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　平成 31 年度の入学児童・生徒、入園児は小学校 72 名、中学校 122 名、幼稚園 25 名。希望を胸に新生活がスタートしました。

4/8　小・中学校　4/9　幼稚園

入学・入園おめでとう

4 /8
三浦小学校

4 /8
赤羽中学校

4 /8
船津小学校

4 /8
三船中学校

4 /9
紀伊長島
幼稚園
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今月号の表紙について

紀北町消防団入退団式

　今年度は紀伊長島方面隊 5 人、海山方面隊 4 人の合計 9人が入団しました。

4/13　東長島公民館

長島多目的会館竣工式
　長島多目的会館の竣工式が行われました。竣
工式の後には自治会による長島節などの演舞や、
地元東紀州踊走会による演舞、餅まきやミニ縁
日、かくし芸大会などイベントが行われ多目的
会館はにぎわいました。

4/13　長島多目的会館
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紀
北
町
で
は
法
改
正
に
伴
い
７
月

以
降
行
政
機
関
敷
地
内
禁
煙
と
い
た

し
ま
す
。

※

役
場
本
庁
、
海
山
総
合
支
所
な
ど

　

健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
30
年
法
律
第
78
号
）

平
成
31
年
７
月
１
日
施
行
（
学
校
・

病
院
・
児
童
福
祉
施
設
等
・
行
政
機
関
）

多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
等
の
類

型
に
応
じ
そ
の
利
用
者
に
対
し
て
、

一
定
の
場
所
以
外
の
場
所
に
お
け
る

喫
煙
を
禁
止
す
る
。（
敷
地
内
禁
煙
）

※

屋
外
で
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た

め
に
必
要
な
措
置
が
と
ら
れ
た
場
所

に
、
喫
煙
場
所
を
設
置
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
財
政
課
管
財
契
約
係

℡（
46
）
３
１
１
２

応
募
資
格
・
要
件

①
紀
北
町
内
に
住
所
を
要
し
、
昭
和

34
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

②
委
託
契
約
時
に
連
帯
保
証
人
が
立

て
ら
れ
る
方

③
水
道
課
の
指
定
す
る
日
に
検
針
が

可
能
な
方

業
務
内
容

①
検
針
用
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
機

器
を
使
用
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検

針
事
務

②
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
伴
う
付

帯
事
務
（
無
届
け
使
用
の
発
見
・
文

書
配
布
な
ど
）

応
募
期
間

５
月
７
日
（
火
）
〜
15
日
（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※

土
・
日
曜
日
除
く

提
出
書
類

①
検
針
事
務
登
録
申
込
書
（
本
庁
水

道
課
お
よ
び
海
山
総
合
支
所
水
道
室

で
交
付
）

②
履
歴
書
（
市
販
の
物
に
写
真
を
貼

付
）

面
接
日
時
（
予
定
）

５
月
20
日
（
月
）
午
後
２
時
〜

会
場

海
山
総
合
支
所
水
道
室

欠
員
地
区

上
里
地
区
お
よ
び
馬
瀬
地
区
の
一
部

約
3
3
0
件

委
託
契
約
期
間

６
月
１
日
〜
令
和
２
年
３
月
31
日
（
更

新
あ
り
）

※

満
70
歳
に
到
達
し
た
年
度
末
で
契

約
終
了
に
な
り
ま
す
。

委
託
料

１
件
90
円

※

初
回
の
み
、
前
任
者
の
検
針
に
同

行
す
る
た
め
、
研
修
期
間
と
し
て
１

件
あ
た
り
、
45
円
の
支
払
い
と
な
り

ま
す
。

※

検
針
事
務
委
託
料
は
、
検
針
月
（
偶

数
月
）
の
当
月
21
日
に
支
払
い
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
前
営
業
日

に
支
払
い
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先
】

本
庁
水
道
課
業
務
係

℡（
47
）
５
５
０
０

海
山
総
合
支
所
水
道
室
業
務
係

℡（
32
）
３
９
０
６

 

募
集
棟
・
間
取
り
・
家
賃

矢
口
白
越
団
地
（
矢
口
浦
）

２
戸
（
３
階
・
３
D
K
）

1
5
，
7
0
0
円
〜

2
3
，
4
0
0
円

志
子
団
地
（
島
原
）

１
戸
（
３
階
・
３
D
K
）

1
7
，
6
0
0
円
〜

2
6
，
2
0
0
円

応
募
期
間　

随
時

応
募
基
準

①
申
し
込
み
時
点
で
、
紀
北
町
内
に

住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
方

②
同
居
し
て
い
る
親
族
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

※

申
し
込
み
時
点
で
60
歳
以
上
の
方

ま
た
は
身
体
障
が
い
者
そ
の
他
の
特

に
居
住
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
る

方
は
単
身
入
居
可
能

③
基
準
収
入
月
額
1
5
8
，
0
0
0

円
以
下
（
裁
量
階
層
に
該
当
す
る
場

合
2
1
4
，
0
0
0
円
以
下
）

※

基
準
収
入
月
額
と
は
、
入
居
者
お

よ
び
同
居
者
の
過
去
１
年
間
の
所
得

か
ら
対
象
と
な
る
控
除
額
を
差
し
引

き
、
12
で
除
し
た
額
を
い
い
ま
す
。

④
町
（
市
・
村
）
税
・
国
民
健
康
保
険

料
（
税
）・
水
道
料
な
ど
を
滞
納
し
て

い
な
い
方
お
よ
び
持
ち
家
が
な
い
方

⑤
入
居
申
込
者
（
同
居
者
含
む
）
が

暴
力
団
員
で
あ
る
と
き
は
申
し
込
み

で
き
ま
せ
ん
。

※

先
着
順
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

※

収
入
に
よ
っ
て
家
賃
が
変
わ
り
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
建
設
課
管
理
係

℡（
46
）
3
1
2
0

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室
土
木
係

℡（
32
）
3
9
0
3

実
施
期
間

５
月
11
日
（
土
）
〜
20
日
（
月
）

運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の

確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

くらしの情報　～ Living  Information～

財
政
課

紀
北
町
内
行
政
機
関
の

敷
地
内
禁
煙
に
つ
い
て

水
道
課

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
事
務
員
募
集

建
設
課

町
営
住
宅
入
居
希
望
者
募
集

危
機
管
理
課

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
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１
チ
ー
ム
３
人
で
１
２
３
日
間
の

無
事
故
・
無
違
反
に
挑
戦
す
る
「
無

事
故
・
無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
２
３
」

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

達
成
チ
ー
ム
の
中
か
ら
抽
選
で
、

多
数
の
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

　

抽
選
で
３
名
の
う
ち
、
65
歳
以
上

の
方
を
２
名
以
上
含
ん
だ
シ
ル
バ
ー

チ
ー
ム
に
は
、
シ
ル
バ
ー
特
別
賞
が

当
た
り
ま
す
。

募
集
期
間

５
月
１
日
（
水
）
〜
６
月
28
日
（
金
）

参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
，
０
０
０
円

（
１
人　

１
，
０
０
０
円
）

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
危
機
管
理
課

防
犯
・
交
通
安
全
対
策
係

℡（
46
）
３
１
１
４

海
山
総
合
支
所
総
務
室

総
務
・
防
災
対
策
係

℡（
32
）
３
９
０
１

三
重
県
環
境
生
活
部

く
ら
し
・
交
通
安
全
課

℡
０
５
９
（
２
２
４
）
２
４
１
０

　

５
月
30
日
（
木
）（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）

か
ら
６
月
５
日
（
水
）（
環
境
の
日
）

ま
で
の
１
週
間
は
、『
全
国
ご
み
不
法

投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
』
で
、
全
国
一

斉
に
不
法
投
棄
を
防
止
す
る
取
り
組

み
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
強
化

し
ま
す
の
で
、
不
法
投
棄
を
防
止
で

き
る
よ
う
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

　

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
，
０

０
０
万
円
（
法
人
の
場
合
は
３
億
円
）

以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

５
月
30
日
か
ら
６
月
５
日
ま
で
の

１
週
間
は
『
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
週
間
』
で
も
あ
り
ま
す
。

　

３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
を
実
行
し
、

ご
み
を
減
ら
し
て
資
源
や
も
の
を
た

い
せ
つ
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
環
境
管
理
課
廃
棄
物
対
策
係

℡（
46
）
３
１
２
１

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

環
境
管
理
係

℡（
32
）
３
９
０
４

　

ふ
れ
あ
い
広
場
マ
ン
ド
ロ
企
画
展

と
し
て
、
書
と
陶
芸
合
同
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

日
時　

５
月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
26
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
広
場
マ
ン
ド
ロ

【
問
い
合
わ
せ
】

ふ
れ
あ
い
広
場
マ
ン
ド
ロ
陶
芸
教
室

℡（
47
）
１
０
８
１

本
庁
商
工
観
光
課
商
工
係

℡（
46
）
３
１
１
５

　

平
成
31
年
３
月
26
日
（
火
）
に
開

催
さ
れ
た
、
平
成
31
年
第
１
回
紀
北

広
域
連
合
議
会
定
例
会
で
、
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
の
選
出
１
件
、
広
域

計
画
変
更
１
議
案
、
条
例
改
正
２
議

案
、
一
般
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
等
の
予
算
４
議
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
広
域
連
合　

℡（
35
）
０
８
８
８

　

１
チ
ー
ム
３
人
で
１
２
３
日
間
の

無
事
故
・
無
違
反
に
挑
戦
す
る
「
無

事
故
・
無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
２
３
」

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

達
成
チ
ー
ム
の
中
か
ら
抽
選
で
、

多
数
の
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

　

抽
選
で
３
名
の
う
ち
、
65
歳
以
上

の
方
を
２
名
以
上
含
ん
だ
シ
ル
バ
ー

チ
ー
ム
に
は
、
シ
ル
バ
ー
特
別
賞
が

当
た
り
ま
す
。

募
集
期
間

５
月
１
日
（
水
）
〜
６
月
28
日
（
金
）

参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
，
０
０
０
円

（
１
人　

１
，
０
０
０
円
）

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
危
機
管
理
課

防
犯
・
交
通
安
全
対
策
係

℡（
46
）
３
１
１
４

海
山
総
合
支
所
総
務
室

総
務
・
防
災
対
策
係

℡（
32
）
３
９
０
１

三
重
県
環
境
生
活
部

く
ら
し
・
交
通
安
全
課

℡
０
５
９
（
２
２
４
）
２
４
１
０

　

５
月
30
日
（
木
）（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）

か
ら
６
月
５
日
（
水
）（
環
境
の
日
）

ま
で
の
１
週
間
は
、『
全
国
ご
み
不
法

投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
』
で
、
全
国
一

斉
に
不
法
投
棄
を
防
止
す
る
取
り
組

み
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
強
化

し
ま
す
の
で
、
不
法
投
棄
を
防
止
で

き
る
よ
う
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

　

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
，
０

０
０
万
円
（
法
人
の
場
合
は
３
億
円
）

以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

５
月
30
日
か
ら
６
月
５
日
ま
で
の

１
週
間
は
『
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
週
間
』
で
も
あ
り
ま
す
。

　

３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
を
実
行
し
、

ご
み
を
減
ら
し
て
資
源
や
も
の
を
た

い
せ
つ
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
環
境
管
理
課
廃
棄
物
対
策
係

℡（
46
）
３
１
２
１

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

環
境
管
理
係

℡（
32
）
３
９
０
４

　

ふ
れ
あ
い
広
場
マ
ン
ド
ロ
企
画
展

と
し
て
、
書
と
陶
芸
合
同
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

日
時　

５
月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
26
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
広
場
マ
ン
ド
ロ

【
問
い
合
わ
せ
】

ふ
れ
あ
い
広
場
マ
ン
ド
ロ
陶
芸
教
室

℡（
47
）
１
０
８
１

本
庁
商
工
観
光
課
商
工
係

℡（
46
）
３
１
１
５

　

平
成
31
年
３
月
26
日
（
火
）
に
開

催
さ
れ
た
、
平
成
31
年
第
１
回
紀
北

広
域
連
合
議
会
定
例
会
で
、
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
の
選
出
１
件
、
広
域

計
画
変
更
１
議
案
、
条
例
改
正
２
議

案
、
一
般
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
等
の
予
算
４
議
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
広
域
連
合　

℡（
35
）
０
８
８
８

安
全
運
転
で
豪
華
賞
品
を
狙
お
う
！

無
事
故
・
無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ

１
２
３
参
加
者
募
集

環
境
管
理
課

全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
週
間

商
工
観
光
課

書
と
陶
芸
合
同
作
品
展
開
催

紀
北
広
域
連
合

紀
北
広
域
連
合
議
会
報
告

有料広告
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けんこうの広場

けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課地域保健係（℡46-3122）
または海山総合支所福祉環境室福祉保健係（℡32-3904）までお願いします。

場所 申し込み日時事業名

1 歳 6 カ月児健診

すくすく子育て相談

歯っぴ～教室

健康ウォーキング

胃がん検診

乳がん検診
（マンモグラフィ）

子宮頸がん検診

5 月 9 日（木）

5 月 15 日（水）
午前 10 時～11 時

5 月 23 日（木）

5 月 17 日（金）
午後 1時 30 分～3時

5 月 28 日（火）
午前 9時～10 時

5 月 28 日（火）
午前 9時～10 時

5 月 28 日（火）
午後 1時～2時

5 月 28 日（火）
午後 1時～2時

東長島公民館

東長島公民館

海山総合支所別館 2 階
けんこうの広場

東長島公民館

船津集会所

船津集会所

長浜集会所

長浜集会所

備考

子育てに関する各種相談、身体計測
持ち物：母子健康手帳

講師によるウォーキング指導、きほ
く活活体操　　
持ち物：タオル、水分、運動しやす
い服装

対象者には通知を郵送します。
忘れず受診してください。

持ち物：歯ブラシ、タオル

5 月 21 日
（火）まで

5 月 21 日
（火）まで

5 月 21 日
（火）まで

不  要

不  要

不  要

5 月 21 日
（火）まで

紀北医師会休日診療当番表

受診希望の方は、事前に電話でご連絡ください。
診療時間：午前9時～午後5時
※下記日程や時間は変更がある場合がありますのでご注意ください。

【紀北医師会ホームページ】

http://kihoku-med.or.jp/

※すくすく子育て相談は、５月から月１回、「東長島公民館」と「海山総合支所別館２階けんこうの広場」の交互での開催となります。

◆ 救急医療情報システム ℡ 059-229-1199

※上記以外は、尾鷲総合病院で対応します。

か と う 小 児 科

か と う 小 児 科

土

日

5/4

6/2

月日 曜日 紀　　北

47-3341

47-3341

電　　話

健診などのおしらせ

けい
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お
誕
生
お
め
で
と
う  

住　

所　

子
の
名
前　
　

  

保
護
者

島　

原　

鮒
田　
　

颯　

  

豪

長　

島　

直
江
大
偉
成　

  

研
聡

住　

所　

氏　

名　
　
　

 （
年
齢
）

長　

島　

宮
原　

ふ
く　

 （
97
歳
）

東
長
島　

東　
　

徹
司　

 （
86
歳
）

長　

島　

中
山　

は
る　

 （
97
歳
）

島　

原　

清
家　
　

弘　

 （
91
歳
）

東
長
島　

西
山　

朗
子　

 （
80
歳
）

東
長
島　

長
井
加
奈
子　

 （
75
歳
）

三　

浦　

佐
々
木　

馨　

 （
87
歳
）

古　

里　

池
田　

光
夫　

 （
80
歳
）

島　

原　

上
野　

富
平 　
（
81
歳
）

矢
口
浦　

家
﨑　

映
美　

 （
72
歳
）

白　

浦　

永
田　

明
司 　
（
92
歳
）

船　

津　

鈴
木
い
つ
枝 　
（
101
歳
）

矢
口
浦　

竹
内　

伸
子 　
（
86
歳
）

相　

賀　

水
谷　

政
雄　

 （
78
歳
）

相　

賀　

板
垣　

昭
子 　
（
81
歳
）

島
勝
浦　
　

尾　

理
夫　

 （
87
歳
）

引
本
浦　

大
和
か
つ
の 　
（
96
歳
）

小　

浦　

濵
田　

と
い 　
（
100
歳
）

戸籍の窓
【平成31年 3月1日～31日受付分】

（敬称略）

【
平
成
31
年
３
月
１
日
〜
31
日
受
付
分
】

善
意
を
あ
り
が
と
う

〜
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〜

本人または、親族の方の了承を得て掲載しています。

（
敬
称
略
）

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す  

長　

島　
　

故
小
倉
一
代
親
戚
一
同　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

二
万
円

相　

賀　
　

川
端　

恭
胤　

 　

二
万
円

矢
口
浦　
　

家
﨑　

雄
視　
　

 

一
万
円

相　

賀　
　

奥
村　

晋
也　

 　

一
万
円

船　

津　
　

北
村　

竜
昭　

 　

五
万
円

　弁護士による無料法律相談を次のとおり２会
場にて開催します。困り事、争い事の法律的な
ご相談をお受けします。秘密は厳守します。お
気軽にご相談ください。

※相談時間は１名30 分以内で、定員は各場所５
名です。相談を希望される方は、前日までにご
予約をお願いします。※同一内容での相談は原
則 1回限りです。※キャンセルされる場合は前日
までにご連絡ください。※紀北町を訴訟相手とす
る場合、相談内容が訴訟中で現在裁判所で審理
中の場合、当事者間に係争がある場合の双方同
時の相談は原則として利用できません。
【問い合わせ・申し込み】　
本庁住民課住民係　℡46-3117

　行政に対してのご意見や、家庭や学校、地域
社会などでの人権問題についてのご相談をお受
けします。
日時・場所　6月 3日（月）
午前10 時～正午　老人福祉センター
※秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
【問い合わせ・申し込み】　
本庁住民課住民係　℡46-3117

　心肺蘇生法とAEDの取り扱いを習って、もしも
のときに備えましょう。
日時　5 月 9 日（木）午後１時～４時
場所　海山消防署
※申し込みは前日までにお願いします。
【問い合わせ・申し込み】
海山消防署　℡33- 1119

日時・場所　ご相談に応じます。
対象　こころの健康に関する悩みを持つ方や　
　　　ご家族
【問い合わせ・申し込み】　
本庁福祉保健課地域保健係　℡46-3122

日程 時間 場所

午前10時30分～正午

午後1時～2時
社会福祉会館

1階

老人福祉センター２階午後3時～5時30分

5月
22日（水）

無料法律相談（予約制）

普通救命講習

行政・人権相談

こころの健康相談
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）

にじいろスマイル満１歳笑顔満１歳笑顔

「にじいろスマイル」のコーナーに掲載希望の方は、誕生月の前月の10日までに
本庁企画課広報係または、海山総合支所総務室までお申し込みください。

紀北町生活環境の保全に関する条例
平成 31 年度予算
教育長就任のあいさつ / 行政報告会
住宅リフォーム補助金
役場の職員配置と新規採用職員の紹介
脳ドック検診実施のおしらせ /「国民健康保
険」特定健康診査アンケート結果について
各種表彰者一覧
紀伊長島消防署移転について / 世界遺産登
録 15 周年

P02
P04
P08
P09
P10
P12

P14
P15

紀北健康センターからのおしらせ
町民体力テスト開催
「メディア漬け」の予防は乳幼児期から
図書室だより
Kihoku Playback
くらしの情報
けんこうの広場
戸籍の窓
にじいろスマイル

P16

P17
P18
P19
P22
P24
P25
P26

広報きほく５月号 C O N T E N T S

中井　貫太くん

平成 30年 5月28 日生まれ

元気いっぱいのかんたくん
これからもすくすく育ってね

＜相賀＞恭佑・友美さん

かんた

宮原　悠くん

平成 30年 5月 2日生まれ

お誕生日おめでとう　　これからも大好き
なお姉ちゃんと仲良く過ごそうね♡

＜相賀＞克成・矩梨子さん

はるき

平生　空陽くん

平成 30年 5月 4日生まれ

ねーねだいすき♡いつもニコニコあさく
ん　 １歳おめでとう！！

＜長島＞雄也・知佳さん

あさひ

北村　倫くん

平成 30年 5月 13 日生まれ

倫くん１歳おめでとう
元気にスクスクと大きくなってね。

＜相賀＞圭・衣里さん

りん

加藤　穂ちゃん

平成 30年 5月22日生まれ

元気いっぱいで、よく動きよく食べる
ミーヤン。このままたくましく育ってね。

＜上里＞公彦・弥生さん

みのり

髙村　陸くん

平成 30年 5月14 日生まれ

一歳の誕生日おめでとう。
これからも家族の癒しでいてね♡

＜東長島＞頼直・郷水さん

りく
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